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□開会の辞

村田 俊一 
UNDP東京事務所駐日代表 
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lthankyouverymuch.

小田克起
外粍省国際協力局審講官

ご列席の皆様､本日､内外の皆様のご参加 を得て､UN 

DP､｢ほっとけない世界のまずしさ｣及び GB/NGO

フォーラムとの共催により本シンポジウムを開催できま

すことを誠に喜ばしく思います｡

会場の皆様も既にご存知のことと思いますが､UND 

Pは､開発途上国の開発のために様々な活動を進めてお

り､2008年に我が国が主催する T ICADⅣ (アフ

リカ開発会議)の共催者にも名 を連ねています｡ また､

｢ほっとけない世界の貧 しさ｣そしてGB/NGOフォー

ラムは､2008年の北海道洞爺湖サミッ トに向けて､

地球環境問題や開発途上国の貧困問題等についてのア ド

ボカシー活動を活発に展開 しておられます｡日本政府と

国際機関である UNDP､そして NGOがこのような形

で互いに手 を携えて､ ミレニアム開発 目標の達成につい

て真剣に議論する場 を持ち､会場の皆様 と問題意識 を共

有することは､とても有意義なことだと考えます｡

家庭内 ･コミュニティ内における家事､育児､老人や

病人の介護 といった ｢ケア｣に関 して総務省が実施 した

社会生活基本調査によれば､日本国内の男性がそうした

｢ケア｣にかかわる時間は､1日にわずか 30分程度です｡

自戒も込めて､非常に短いと言わねばなりません｡これ

に対 して､いわゆる専業主婦は 7時間､働いている女性

は 4時間です｡開発途上国においても､｢ケア｣は伝統的

に女性の仕事 と見られ､多 くの女性たちが 1日何時間と

いう時間をそうした労働に費やしているのが実情です｡

このような労働に対する社会的評価は十分になされてお

らず､政策策定に際 し､女性の二-ズが反映されにくい

ことが指摘されていますD

｢ケア｣に関する女性のニーズを経済政策や開発政策に

より良 く反映すれば､ジェンダー平等と女性の地位向上､

ひいてはミレニアム開発 目標の達成に資するのではない

か｡これが本日のシンポジウムの問題意識です｡

我が国は､2005年 3月に開発途上国におけるジェン

ダー平等と女性の地位向上に向けた取組 を支援するため

｢ジェンダーと開発 (GAD)イニシアティブ｣ を発表 し

ました｡

このイニシアティブの下で､ODAの政策立案､実施､

モニタリング､評価に到る全ての段階において､男性 と

女性が直面する課題やニーズ､更には各々が受ける影響

等に配慮 してきています｡また､教育､保健､農業､イ

ンフラ､環境 といった全ての分野において､男性 と女性

が平等に参画 し且つ便益 を受けられるよう取 り組んでい

ます｡

このイニシアティブが目指すところを達成するために

は継続的な努力が必要です｡その一環として外務省では､

これまでに実施 してきた取組の中からグッ ド･プラク

ティスを集め､これらの情報 を援助に係わる職員全員が

共有することで､ジェンダーに関する意識の向上と取組

の強化に努めています｡

こうした努力を行 うにあたって日本政府 は､ジェン

ダー関連活動の経験が皇宮な国際機関や他 ドナー､NG 

O等 との連携 を重視 しています｡特に我が国が 95年

にUNDPの中に設立 した日本 W ID基金 は､総額約 

1800万 ドルに相当する 75件のプロジェク トを通 じ

て､開発途上国におけるジェンダー平等の推進のための

革新的な取り組みを支援 し､大きな成果を上げてきました｡

例えば､昨年のシンポジウムのテーマであった ｢ジェ

ンダーに配慮 した予算｣に関連 し､モンゴルでは､ジェ

ンダーに配慮 した予算立案のためのキャパシティ ･ビル

ディングを支援 しました｡これにより､モンゴル政府内
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において､ジェンダーの視点から国家予算及び地方予算

の配分をモニターするためのシステムの構築が進められ

ました｡

また､日本の NGOが実施する事業について､我が国

は､日本 NGO連携無償資金協力や草の根技術協力等を

通じた支援を行うと同時に､政策対話を行い､協力を深

めてきています｡

来年の G8北海道洞爺湖サミット議長国である我が国

としては､ミレニアム開発目標達成に向けた進展を加速

化させるために､匡l際機関や NGOと緊密に連携 しなが

ら主導的役割を果たしていく所存です｡

最後に､本日のシンポジウムにおいて ｢ケア ･エコノ

ミー｣という概念への理解が深まるとともに､ミレニア

ム開発目標達成のための具体的な対応策について活発な

議論が行われることを祈念 して､私の挨拶とさせて頂き

ます｡

黒田かをり 
(特活)ほっとけない世界のまずしさ 常務理事

おはようございます｡特定非営利活動法人 ｢ほっとけな

い世界のまずしさ｣の黒田でございます｡

この､｢ケア ･エコノミーは成功への鍵か :ミレニアム

開発目標達成をめざして｣という画期的かつ意欲的なシ

ンポジウムに､ UNDP､外務省とならんで､ 2008 

G8サミット NGOフォーラムとともに､私どもも共催

団体として名を連ねさせていただきましたことを､大変

光栄に思っております｡基礎的な社会サービスを貧困層

に行き届かせるためには､ジェンダーの平等の視点に

立った政策 ･戦略が重要であるわけですが､今回のテー

マであるケア ･エコノミーという概念は､主に無価でま

かなわれている ｢ケア｣に関する労働 を数値化 した上で､

経済学的に評価を加え､予算等の政策に反映させるとい

うまさに画期的なものだと思います｡

ここで､簡単に､ほっとけない世界のまずしさのご紹

介をさせていただきます｡ 2005年に､｢世界の貧困

をなくそう｣という意志を表すホワイ トバンドをシンボ

ルに､世界 80カ国以上で大きな市民社会のキャンペー

ンが行なわれました｡日本で立ち上がったのがほっとけ

ない世界のまずしさキャンペーンです｡初期から､国内

外の市民社会だけでなく､UNDP､国連 ミレニアム

キャンペーン､企業などと協力 ･連携 しながら､キャン

ペーンを大きく展開いたしました｡その後､任意団体と

なり､今年の 3月から NPO法人となりました｡現在は､ 

2008年G8サミット NGOフォーラムに積極的に参

加 しながら､2008年の洞爺湖サミットに向けて､活

動しています｡ 

2008年G8サミット NGOフォーラムについても

簡単に紹介させていただきます｡洞爺湖サミットに向け

て､今年の 1月末に立ち上がったフォーラムです｡持続

可能な社会の実現をめざして､環境､人権､平和､世界

の貧困問題の解決と開発等の課題に取り組む 100団体

以上の NGOが大同団結 しました｡国際的な政策課題に､

分野を越えてこれだけの NGOが集合 したのは､日本で

は初めてのことだといわれています｡このフォーラムは､

貧困 ･開発ユニット､環境ユニット､人権 ･平和ユニッ

トの 3つのユニットから構成されています｡ほっとけな

い世界のまずしさは､政策担当を中心に､きょう､司会

を務めておられる大崎さん､午後のセッションでご発還

されるオックスファム ･ジャパンの山田さんらとともに､

貧困 ･開発ユニットに積極的に参加 しています｡それぞ

れのユニッ トは､現在､ポジション ･ペーパーという政

策的訴え (oiyak)を作成 しています｡ほっとけなplc ss

い世界のまずしさは､引き続きフォーラムと密に協力し

合いながら､南の市民社会や G8諸国の NGOとも連携

し､政策ア ドボカシーと､広 く一般社会にもメッセージ

を届け､関心喚起と､行動を広 く呼びかけて行きたいと

思っています｡

このような中で､今回のシンポジウムの共催のお話を

いただきました｡ 2008年に向けて､市民社会の機運

が高まる中､まさに開発機関の第一人者であり､MDGs

の旗振り役である UNDPとさまざまな形で協力 ･連携

をさせていただけるのは､私たち NGOにとって､非常

に意味のあることです｡今回も､ UNDPから､そして

ネパール､ケニア､タンザニア､モーリタニアの市民社

会から､まさに第一線でご活躍の皆様がパネリス トとし

てお見えになっていますが､本当にすぼらしい機会を与

えていただいたと思います｡9日には､海外からのゲス

トの皆様をお招きして､市民社会組織との対話の会も企

画されています｡
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今回のシンポジウムだけでなく､ミレニアム開発目標
□ 基調講演

達成の中間点であった今年の 7月 7日にあわせて､ほっ

とけない世界のまずしさは､ UNDPのご後援のもと､ ウイ二一･ビヤ二マ 
MDGsのロゴと丁シャツの発表をしました｡これらの UNDP開発政策局 ジェンダー･チーム ディレクター 

アイテムは､広く多くの方たちにまずMDGsについて

知っていただきたいということで作りました｡本日､ご

配布 しました中に､Tシャツのチラシとロゴのシールが

入っておりますので､是非､ご覧になってくださいO

本日のシンポジウムが､ミレニアム開発達成に向けた

実り多きものとなりますように､活発なご議論が交わさ

れることと､来年の洞爺湖サミットに向けた市民社会の

活動に大きな弾みをつけてくれることを強 く期待いたし

ます｡

簡単ではございますがご挨拶にかえさせていただきます｡
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□途上国の NGOからの事例報告

ケニア) 
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女性の無償ケア労働評価の経験から(HIV/
エイズとケア労働)｣

エスター ･ムワウラ ･ムイル 
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□途上国の NGOからの事例報告

分析と誠意策提言 :マクロ経済の枠組みに
おける家庭内でのケア

ウス ･マリア (タンザニア)



p18 



p19 



p20 



p21 





行っております｡

では､私たちが集めた男女別のデータの分析結果を共

有させていただきますOジェンダーに起因する問題､ジェ

ンダーに基づいた制約がいくつか判明しました｡例えば､

水へのアクセスにおけるギャップです｡農業には水を使

います｡地下水です｡つまり､井戸で水を汲まなくては

なりません｡そして､そのためには井戸を掘 らなければ

ならない｡女性は井戸を掘ることができません｡

また､さまざまな組織の意思決定プロセスにおける女

性の参画は著 しく制限されていますO農業組合などの意

見決定組織にはほとんど女性が参画 していません｡また､

女性生産者が栽培 している面積は､男性生産者が栽培 し

ている面積よりも狭いので､当然のことながら女性の収

入､女性の得る利幅は男性に比べて少ないのです｡この

ように､さまざまなハンディーを女性は負っております｡

それに対応するために我々は行動計画を作成 しました｡

ジェンダーの視点に基づいた計画で､できるだけ男女の

不平等を是正 しようというものです｡

男性も女性も同じように水にアクセスできるように､

ちょっとしたシステムを導入 しました｡ポンプです｡そ

れまでは､水をくむためにはかなり体力が必要だったわ

けですが､ポンプの導入によって男女の差にかかわらず､

より簡単に水が汲めるようになりました｡

また､女性生産者のグループのニーズに合う零細栽培･

マイクロガーデニングなどを奨励 しています｡女性がこ

ういった零細栽培を行うことで､栄養失調の解消や貧困

対策になるのではないかと考えたからです｡

また､私たちは幹部スタッフにおける男女同数の原則を

導入いたしましたC女性の参加を促進するために､地域

連合や組合などの委員選出の規則に男女同数の原則を導

入 したのです｡女性と男性とが同じくらいのバランスで

代表として選ばれるようにしました｡

さらに､サービスの管理状況を改善するために女性の

参画を奨励 しました｡例えば､種子バンクの管理は女性

に委ねております｡女性の方がこういった活動の管理に

適 していることが私たちの調査で立証されたからです｡

女性の方が数段効果的に種子バンクを管理することがで

きるのです｡

p23

次に､女性の社会経済的な地位を向上させることに成

功 した事例をいくつかご紹介 します｡まずは､郊外のと

ある地区での試みの成果です｡この地区は多くの貧困世

帯を抱えています｡そこで､ごみ収集における官民連携

の促進に取 り組みました｡ごみ収集は大きな問題だった

上に､女性の参画はほとんど無かったからです｡そこで､ 

LlNDPの資金提供により､バスラ地区において､官民連

携の下にごみ収集のプロジェク トを実施 しました｡本来

は自治体がごみ収集をするべきなのですが､ここでは各

世帯がごみ収集の料金を払う仕組みが取 り入れられまし

た｡すべての人がサービスを受けられるように､各世帯

の収入レベルを考慮 した料金体系にしております｡ごみ

収集のスタッフも､給料ではなく多少のインセンティブ

で働いてくれる人たちに集まってもらっております｡ま

た､ジェンダー平等戦略を用いて､若者をごみ収集スタッ

フとして採用 したり､女性をごみ収集料金委員会に配置

したりしております｡さらに､この地区委員会にはすべ

ての社会カテゴリーの代表を参加させるようにいたしま

した｡

次に､ダルナイムという自治体で実施 した､ラグー法

という手法を使った下水処理場建設に関する経験です｡

環境や衛生に配慮 しながら処理された下水は､都市農業

に使われるので､貧困対策にもつながるというプロジェ

ク トです｡この下水処理場の責任者は自治体なのですが､

管理には民間の業者が関与することになりました｡官民

の連携の下に､バキュームカーや汚水タンク車で汚水を

この処理場に運び､処理 して農業に使う､というやり方

です｡そして､処理された水は農業生産者の間で公平に

管理できるように委員会を設置 しております｡また､す

べての生産者が処理場からの水を利用できるような料金

を設定いたしました｡ _バキュームカーや汚水タンク車の

出入りの管理を監視する委員会も設けております｡この

委員会にもやはり男女同数の原則を導入しています｡

この事業の意志決定過程により多くの女性に参画 して

もらうために､いくつかのことを考えております｡まず

は､プロジェク ト運営委員会や､自治体レベルでの官民

連携事業のフォローアップ組織など､事業の実施体制に

おける女性の数を増やすこと｡次に､ダルナイムの共同

組合連合の参加者や､連合の執行部での選挙プロセスに

別 ナる男女同数の原則の導入Oそして､農家の代表委員

会の女性メンバーの数を増やしていくということ｡それ

から､官民連携事業への女性の参加を促進するために､
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□ 途上国の NGOからの事例報告

>l SO mryk acc

･ll･ 

id fnsocwn,

lltJ;c

lJtu

L

JVeae

(̀l 叩けIiLI Il･ ､ぐ→川､､l7ht,
-
1l tmlll

｢無償ケア労働の国家経済への貢献の
PLtnto md

経済的価値｣
iontuc

i dtnenancean

ds

d>Mo in vh mahlouseo

iervces 

den
ites
 

jtm
iiv


f dogoosan

ftsp
teac
打cミーナ ･アチャラ (ネパール)

>Th 紬 a 

がc17竹oma′La

ere

l岱● i■ gni ¢ivc7 ¢tpcrspc4onjtna

nc

mayb

>A5

menow

tomt toupudhleo岱

e

hlo
ll
ignsa

d hthtproucs ma

S en 
ingSStteed ltenerpr

C

h hlouseo

VCnWh

kinorw
fcehtleP bro(ktre mswi )SUB) 

でl 0711V.1-0ぐ･:

J lGapans

門7h(Ai(

lS Llll

nht maheln

Ma yadG


yUNDP n,


ltg

te

)f

n

t

Japa

一t:klyc
'


ite

io

I

T

tli

P ttresena

･･ 

on
b

ollff e(i

}Sf m 叩ヽill 
lllhlto.

lo.

l

n

I

ICW,.

tec.,

- tn 

sO itunr

iVne-


f d loreveop


n

tnproc


crron
tn


tu

i

t

d ieveop

¢vs
d lcveop

,

h'u>

me ess 魯C mnme

>Gi 印u 

>i出VSO yOma

d teresma

me l喝 C c, 

h i ldtecossnvove
t
f inthe 

dnLi ftcureogrowPS haan

. It.ACiry_IM terI lll;

tnjTldt tuaausCh f lt tecososnt tes me
ltngMeeE txper⊃ lna
i
lt

ncr

itcounres 

rong

f d d dorev ope

ma oa icdm
mom{一crocc iondjiorganze'Ttden l lyt

`
ow

iicese, 
lea

lcpo
dtnso
nc

岳 mSrapro

>TE dt
∝o mi 臥 O 

oSfNGOFrum,JICA, 
notn w,lpoyemn m e meMi nF ioregfoitnsry A飢由 

楓 三和7 

L)･lrLLLl.tillLttli0 Stncrp or(1.ll. mtS 

>Au 血cdbyf かmu 
l yPess ma

畠P 

r StCOTdseconar

or

dn

Or

e

lta

thrrnlNI(二.

>Allgoo血 

k ilditrnarencu n

dgoospro

fiproc pr

P d i f ltrouco cap

確 O ya dll

> no goo

t.OuClliiltota AC n dl ' 

t

Ttlhloun

he bttuS･egu
T :o or 

ona

n
lLn

i†n


bs
r

la
iJo

o

L

dt texems
t

l


i
rra


l
d

'

> 仙e 
rcci n 母odT hrNAh wi
mewoka allws

d̂d ] orr li

o]atoio
d tuc
¢pr hb md TV肘ius 
nlsodni dservcesproucedlJa da di hik 

SSm
St
C

)iaC0Il1zrJite
Lnr
)
DTr
Ob tn suc
IJingi ldsencu

)te
ltt tmaorrf iurunctconemS uss

･L' lrtIterSO孔er mL如5 伽111PIrlcT hCCLFCJ. P,は Ty
usendfsorow

･I:ttt
ira

i
肌y

dd llezmay
lScu.

Jl
T lTcco 701
.
iifiml

mI

tBaccldtnSitto lmeihu" grr WO ェkr
tc;rmLLItLeCSLSltrrc･ヽ Mdb rJo r

l tnacoss 
dan non
s

mi

dn

0


goo

1t tcosorar

go


>An 由a 甘V 
vemm印t 

deiproviccs dbythe rト 

i fonsreell itprororganza- fjt
i●LL紬k哨Phpj dz,事cd- 山 各:e･t tur麓 a

A対ESilr

軸d 附Z 

titt;reafOl生lStavl
Amo
A
紬r 

･ 柑r Ci
ingsylllTtOCyrac 如mI

ht島細≠i ra)

ltlitt nP

l"en

lorJ ぐse.iotdCullr nb ヽ.

一壬 d呼相e 

d dereions.ioh dt taproucttcavea

tle

TdeOn唱 

-ro

. 'bS il iocasecur,

じ;rL)l lana川tiISC-e

;S
如illysgo

Okr
W
だrr


Stn

' s

rtuanu

h

lo

LL

)t ta eq

i由s
S L 呉p or

･ ･ ll･tr r
i llゝL･llSt tn-ornn r r

LI ltt t

eCc

>I 血r Ll柁me 

･Lll

･SXd 鍔r野tdやmP ym

町mWtbぎ維e 

W こ唱L ←inlL･ 

･T的1 烏… "d鮎紬tii dq vo

r･uC ･r(I, JLnn こJIJこIIILSh.

du1L･-Jim

､er

'lLo.

Ttr

l~

io

n
iLS･
 

Ct

L■
･ヽilLli:


'
l
i


7-mdL nit dゝ

･1k etadヽ 哨C11 hc､ i 1mI

-ir°s

tlLh 川L 

l 



L～-HiLPllm

くlこ●･ヽrriLrrnp･Tru ･rLru

H!'IIiこeLlt
亡=≠

VIIuI

rlヽ l'hLL hL
…ハ;

Jlll川 JヽI.ilitLL･lJiL･tnhur

iunll

ltlt

l

i

For

川 rlltllL-l

･･ .･Tl､ 印trll-iiL1Il..､tLIL.l lJ
r
)
U
＼=

LIT1≠L､ 

､Lin

PLて･nlltL日

･"nttIl ,IJLl'･ 

.､'Ll 11IIIl･_

--州壬ilL＼L

mih1Lllll-"ll

Hいト ムtIinlIL･,.nL

gt
rl川t､ 

I
l

L

iE h Jr eco
LJ＼こJ

d
'=7､ ･i←l･npL1 .-

､量目.-川 -＼三t･I

>U

-

lr

p28

dI)tSlleLI

Wltnl

dr 

n

ぐEr

,

､Tl

ぐ.

I｡■)lrTい Ml rl山､l･ 州111 LJtItぐlI､uu

lヽll川Iykt ､

i

州.､ 

ltniL.Iieゝlヽ:n( r(･lri- LurrIT･LLI

ヾlIi｡n.LlIこlltari u11d･ 

hlli､~ln

=ヽLhilllLnL- ILill

､71ir.111･t(IIir- い 

ihcd htucsw;SJtaii
iv
t
Lac
ion
tcy dFO a

llniL

dlltl(

l､t(idlttr
L
､U. 叩ゝ 

HLr､ln
lヽヽヽLlll日.lll

lthrd,Oldktmre
けr

f ipr
Ellinr


d
島


l

ro
Hい

加

･トoo l､ C

IP	 純増O Tmry細t か} Ou
u t .爪 

lereeSlt
iyw

rl

nce(c
iMalyO

pttbll hlNAw R 糾t 

iunLII-ll

ni川h

Ierコ､

PntttLl.りhC･u Crnf
【oo"

)ttdLohhg

i tsnotl

hirhVIcsIervk hs

LiTl"､J.)TrlI､tllLi.t 心I upS

L 

･Lla=Itn ≠l

tluu.llト･ Htt＼LL･,llr..iLt.lilltLヽ･itILヽ 

Ire.lHIt:n}ittn1 CZdF

Nlth･llrJIlun

tTh

)

lz

li

Ssper

17

)

us

i


:
 1

nads

nGlPa A1993b

･p蝕は3Ho dldmi

･Tll･いい 

I(;l)ll

L

･r…LnhJi､ 

LLtl

､､､LL1-tl

i!:nh･ltriL
L
･<･ HrrnLd･lrrr on州r Lr 1

ヾヽLj<ヽ ヽmell

､ 

Ltt:

＼r

､ ･

tL､0日ぐnlIHt

一＼lL

l

Hヽ Lヽmn
lrHllJittlll.1ヽ.

-1

d

iJlr

hlueo,

L【r､l
ll･n-
TlirI L･T

tLIlil､.'l'･＼1 叩ヽ d l H11Mc痛o i､tesd lso
dltroultaWh

l･ぐ､hll.LLtこLし､Uぐ 

･i llhrngrrLll い

･ハlnr

)t)

C- se

i暮 lR tregu unc:

Three

yc

Lultr
n･L IICr

ll li与三iunn
lT

･--
叩. 

dg

Ii"m.lr,LL･l.
lltt

lJ
/
こ･ L11､rur q~い.･ 

･L lヽllt .iヽ 

= i-1･lいlF L..

! lmrlOttlilLt.

rr,r ill "uh.

量ol iuc()Pn

u将PIOdu

tCtLtrSLr

.
rli(

ltl Vi=Jt･-L
 Lh.

Ill･ur
lc.
t
;

･tt LL･./､､ 
t､ 

Lr:TlLtl

W?)th

i1ハL亡t 

il l:cuaryda>P)ipensve

inl‖ぐ 

JLlLLIIこll

itcsiiv壬もtr

T imI

itiin!()I-1lll tur dstn.'iutIi.lLL

IⅠ如x2･.

服･払 l

)

e>Th Cq

s淵 1がe

･IH beS･ll

･0… 

igl es etmelcaarginl tecJo

川t

血n 叩t 
･ ＼ヽ＼1

･ヽ  nt ＼t

iE叩ll 噸 Ca bll

･＼I Llll
･ヽ 
Llll

rll ぐTLL
ヽL

go	 dn:

､	

lI

1	

･･ht	

S

LLI.	

-

･	 

on

-

l touan

SC

):.fCr

･.


dl5cr

ヽ

lit

j Ltn upusro
SiL-


Ti

In

t
ILj

ma

"

i
li


ts
l

x	

t

i

>E √kf NA 

C

IJ

>Coll galldp ess gi ma

yonp nl

iontfnor

fe

in

io

roc

d tro uc

ltec n

l
i trec
d


(ヽ )llJこ'll･ttJluI･･ LurltuL･
Ltru
＼
lln
･LrI:tuL

いし~i､'lltヽlJLn

l← しい日 J-u1t､t･itr..
托
りlJhL
HllH1 dr llliiht r .llltヽ.J

㌢F	 ､i 川I 什L"･･h二 llP TL:1li~llj1

lSNA on'irt tou

danhme s一ma yP ms( etehSe

l) 
lebron
一
d
hto


ou

lli"

dasenonwa ebgio
lta
lta

f;Ittid EueJ(llpr )ll	Iti

l.･ti･LETIA･llt . rlme <LL

tJi)f→ll tuupu

h

iXj

lliyTT

(･

＼t

l

'

･ 

V叩 111F

I･ TlEt

･11 hliTT L!さ 

immPLcf柑m t … 

)こtiCOゝ←l e

h dostbaseh d terprouc:to dme

attolub t:eae

ts
ian


>Thed Va eorn ovne 

Ag Vaha

＼＼ "LLr.ì11
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ロパネルディスカッション

｢ケア･エコノミーと政策をつなぐ

プレーヤーたち｣


総合司会 :

大崎麻子
 
(UNDPシンポジウム･コーディネーター)


モデレーター

目黒依子

上智大学総合人間科学部教授


パネリスト:

ウイ二一･ビヤ二マ
 
UNDP開発政策局 ジェンダー ･チーム ･ディレクター

小野日子

外務省国際協力局 多国間協力課企画官


山田太雲
オツクスファム ジャパン ア ドボカシー ･オフィサー

目黒 :皆さま､こんにちは｡

これからのパネル ･ディスカッションが､本日のシンポ

ジウムのコアになるということでございますので､元気

にキックオフしたいと思います｡

まず､このシンポジウム全体の背景について､もう一

度､簡単におさらいをさせていただきたいと思います｡ 

1995年の UNDP人間開発報告書は､｢女性は男性より

長時間働く｣と述べています｡女性は報酬のある賃金労

働と､無報酬の無償労働の両方に従事 している｡無情労

働の大部分は家庭内､コミュニティー内における ｢ケア｣

に関する労働であって､従来､｢女性の仕事｣とされてき

ました｡ケアに関する労働は､国の根幹である人的資本･

労働力を支えると同時に､人間の生存にかかわる仕事で

す｡ しかし､これらの労働が無報酬であり､市場形成価

値を伴わないため､つまりノンマーケット･アクティビ

ティであるために､その貢献は国民勘定に含まれていな

いわけです｡従って､女性の経済への貢献は過小評価さ

れ､経済社会政策策定の際に女性のニーズが反映されな

い要因の-つになっています｡

さらに､急速に進む経済のグローバル化と市場競争の

激化が､途上国に規制撤廃､自由化､市場開放を迫り､

国によっては公共支出が削減され､公共サービスの民営

化や縮小が進んでいます｡社会的セーフティー ･ネット

が機能不全に陥ると､有料化されたケア ･サービスにア

クセスできない貧困家庭は､公的に提供されていたサー

ビスを家庭内で負担せざるを得なくなります｡それが女

性や女児の荷重労働につながっているのです｡つまり､

社会の負担は女性に転嫁され､女性がケア部分における

公共サービスの肩代わりをするという､新たな不平等が

生まれているわけです｡特にH IV/エイズがまん延し

ている地域が深刻な状況にあることは､今朝も報告され

たとおりです｡女性､女児の過重労働､労働時間の増加は､

社会のセーフティー ･ネットの弱体化につながり､女児 

(grs チャンスを減少させています｡そして､iJ)のライフ･

女性のエンパワーメントと貧困削減､ひいては MDG s 

(ミレニアム開発目標 : llnim Dvlp n ol)Mienu eeometG as

達成の障壁となっています｡

午前中の総括を含めて､パネル･ディスカッションの中

心になってくる話に入りたいと思います｡今朝､ウイニー

さんが､ケア ･ワーク､あるいはペイドワークとアンペ

イドワークがジェンダー分業と直結しているということ

を定義として紹介されました｡つまり､｢ケア ･ワークは

女性のジェンダーに属するものだ｣という社会通念があ

るということですOそして､女性が行うケア ･ワークが

実はアンペイドであるという事実｡つまり､｢ケア-ただ 

(無料)｣という分業になっているというところに､根幹

的な問題があるということです｡

ケアが無償であるということで､フォーマル ･エコノ

ミーにおいて､ケア ･ワークが全く見えないような状況

になっている｡そして､また､女性の方針決定における

声がなかなか聞こえないような状況になっている｡こう

いう状況が､実は女性のニーズに対応するような基礎的

なサービスを欠落させるところにつながっている｡そう

いう話がメーンテーマであったかと思います｡

質疑の中で出てきましたけれども､MDG sの達成度

は､ケア ･エコノミーの認知と政策への導入によって差

異が見られるということです｡また､午前のセッション

の質疑で､非常に重要な問題として私がとらえたのは､

ケア ･エコノミーと貧困削減､あるいはMDGs達成と

の関連性というのは､実は一定の地域だけの問題ではな

いということ｡これは途上国､先進国を問わず､世界的



に見られることだと思います｡結局は､｢ケア-アンペイ

ドニ女性｣というところに共通 したジェンダー問題があ

るかと思います｡

それから､ケア･エコノミーの担い手である女性のニー

ズを掌握 して､女性たちのニーズに合ったサービスを提

供することが MDG sの達成につながる､あるいは女性

の人権の保障になる､という議論がありました｡この議

論は,現在に至るまでの長い間､女性が無情のケア ･ギ

バー､つまりケアを提供する人であったという現実に立

脚 したものです｡ケア･ワークと貧困削減政策の関連性と

いう議論は､本来女性だけの話ではないのですが､従来

女性がケア ･ワークの担い手であり､それがアンペイ ド

であるという現実がある｡ということは､その現実をい

かに変えていくか､という問題が単に状況の改善の話で

はなくて､現実の変革そのものが必要だという話だと思

います｡

最後に付け加えたいのは､ケア ･ワークには文化的な

規定性がある､ということです｡つまり､この文化的な

領域にまたがるイシューをどういうふうに取り扱 うかと

いうことです｡必要性が変化するのでケア ･ワークその

もの､あるいはその担い手のあり方そのものも変わるだ

ろうという話がありました｡この議論は実はそれだけで
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次に､このパネル ･ディスカッションでの各パネリス

トの役割分担を整理 します｡まず､オックスファム ジャ

パンの山田さんには､｢ドナー国の市民社会組織｣として

の視点と､国際ア ドボカシーNGOの知見を共有 してい

ただきたいと思います｡ウィニーさんには､ウガンダの

女性の事情､国会議員としての経験､ウガンダでの地方

自治体 ･国レベルでのジェンダー予算の取り組みといっ

たものを含む ｢政策レベルにおけるジェンダー主流化の

経験｣､そして､ジェンダー平等を推進することが､どの

ように MDGsの進ちょくに寄与するか､といったお話

をしていただきたいと思います｡

そして外務省の小野さんには､ ドナーとしての日本政府

の立場から､MDGs達成に向けた取り組みを､日本と

してどのように支援するのかというお話を伺いたいと思

います｡

それでは､山田さん､お願いします｡

山田 :皆さまこんにちは｡オックスファム ･ジャパンと

いう国際 NGOで､ア ドボカシー ･オフィサーを務めて

おります山田です｡ 

(山田氏のプレゼンテーションは p.52)

午前中の皆さんのプレゼンテーションを聞いていて､

今日､私がここに呼ばれたことが間違いではないかとい

うふうに思ってしまっております｡というのは､他の皆

さんはジェンダーやケア ･ワークの問題に関して長年専

門的に活動されています｡私はジェンダーの問題を専門

的に扱ってきたわけではありません｡自分の個人的な生

活を振り返ると､いわゆる ｢ジェンダー分業｣にどっか

りとあぐらをかいてきたなと思ってしまいます｡そんな

私が､これから社会サービスとジェンダーの問題につい

て話 してもいいものか､と思っているんですが､そこら

辺を差 し引いてお聞きいただければと思います｡

まず､私が所属するオックスファムというのがどうい

lei h bscangeatureCluはなくて､｢ ｣という点につながっ う組織なのかということから､簡単にご紹介 します｡オッ

ていくはずだと思います｡実際に､我々はそれを経験 し

ています｡ジェンダー ･カルチャーが変わらない限り､

ジェンダー平等は達成できないというのが､少なくとも

私個人のとらえ方でありまして､それはかなりいろいろ

なところで共有されているのではないかと思っておりま

す｡もしディベータブルであるなら､大いにディベー ト

していただきたいと思います｡

クスファムは､1 942年にイギリスのオックスフォー ド

で始まった､今でいう NGOです｡当時は飢えている人々

に食料を届 けるような活動で､正式名称は ｢オックス

フォー ド飢僅救済委員会｣でした｡今は正式名称がオッ

クスファムに変わっています｡

活動の内容です｡開発援助の中で､｢権利ベースアプ

ローチ｣という考え方があります｡｢貧困者の権利｣を



p32

立脚点にして､その権利を守るために誰が何をしなけれ

ばいけないのか､ということを明確にした上で､現地で

のプログラムをはじめ､さまざまな活動を行っています｡

具体的には､災害地や紛争地､紛争後に紛争の影響を受

けたところでの緊急人道支援や､長期的な開発支援です｡

それから､これらの問題を構造的に分析をし､特に政府

の政策や企業の行いに変化を起こすことを求めるような

ア ドボカシー､そしてそれを世論でバックアップするよ

うなキャンペーンといった活動も行っております｡

ちなみに､オックスファムは五つの権利をうたってお

ります｡｢持続的な生計に対する権利｣､｢基礎的な社会

サービスに対する権利｣､｢生命と安全に対する権利｣､｢ア

イデンティティーに対する権利｣､そして ｢声を届ける権

利｣というのは､主に政治的な利｣です｡｢声を届ける権

ln 

発言権のことを指しています｡

現在､世界にオックスファムという名前を付けた組織と


いうのは､日本も含めて 15あります｡これらの組織が
 

1995年に集まり､オックスファム ･インターナショナ


ルという国際連合体を発足させました｡日本では 2003


年末から､オックスファム ･ジャパンとして正式に活動


を始めました｡
 

(p.52のスライ ド3)これはキャンペーンの様子です｡

私たちオックスファムが ｢必須社会サービス｣と呼んで

いる社会サービスをすべての人々に届けるためには何

が､どういう変革が必要なのかいうことを､これまでの

成功例や失敗例などからまとめた報告書を制作いたしま

したO日本語で 『公共の利益のために県 英語では 『 

えています｡私たちオックスファムもそれに習いまして､

意図的に ｢必須｣という言葉をここでは使っております｡

必須社会サービスへのアクセスは､｢人権｣であると同

時に､本気で貧困削減に取り組もうとしたときの､大き

な柱の一つであると考えています｡

貧困削減のための方策として､たとえば､小規模農家

や､都市で不安定な雇用の下で働 く労働者といった人々

がしっかりと生計を営めるよう ｢経済の仕組みを変える｣

という重要な取り組みがあります｡ところが､誰か家族

が病気になったときに家畜を売らないと医者にかかれな

いとか､娘を学校から退学させなければいけなくなる､

といった状況がある以上は､貧困や格差が生まれてしま

います｡そのような格差や不平等を是正するために非常

に重要なのが､ 必須社会サービスの供給であると考えて

います｡ミレニアム開発目標のなかでも､ゴール2､3､

4､ 5､ 6が必須社会サービスと直接的に絡んでくるイ

シューです｡

Hlt tneres
ic
l
Pbu
het 』というタイ トルです｡( P情報)

まず､｢必須社会サービス｣とは一体何でしょうか?

具体的には基礎的な教育､保健医療､水や衛生へのアク

セスといったものを指します｡世界人権宣言のときから､

国際社会では基本的な人権として､万人がアクセスでき

なければならないと認識されているはずのものです｡そ

れから､日本語ではよく ｢基礎社会サービス｣､｢基礎的

社会サービス｣､｢基本的社会サービス｣というふうに呼

ばれることが多いのですが､英語圏では ｢ベーシック｣

という言葉が､｢最低限のクオリティーのものであっても

文句は言えないだろう､貧 しいのだったら､安かろう悪

かろうでいいじゃないか｣というような含み､響きをもっ

ているととらえることが最近出てきました｡そうではな

くて､｢エッセンシャル｣なのだと表現する人たちが増

それから､必須社会サービスの拡充は､政治的な意義

もあると考えています｡昨今のグローバリゼーションに

関する議論の中では､営利セクターがどんどん公共の空

間を浸食しているんじゃないかということが言われてい

ます｡公共の空間をしっかりと守ろう､という観点から

も､非常に象徴的なイシューです｡それから､政府が社

会サービスをあまねく国民に､もしくは市民に提供 して

いる､できている国では､市民の政府に対する期待値も

上がりますし､選挙に行く際にもそれが大きなテーマに

なるということで､国民､国家をつくっていく上での礎

になると考えております｡貧困者の権利の要求に対 して､

政府や ドナーがどれだけ応えているのかを図る指標にも

なります｡
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次に､現状です｡大ざっぱな統計ですが､現在､下痢

で命を落とす子どもが 1日に 4,00 0人いると言われてお

ります｡妊娠や出産時のさまざまな問題で命を落とす女

性が毎日 1 .040人､学校に全く行ったことがない子ども

たちが 8,000万人弱いると言われています｡学校に行っ

たことはあっても､退学 して しまった子どもを加える

と､さらに一億数千万人が加わるという状況です｡そし

て､そのうちのほとんどが女の子である､という現実が

あります｡成人で字の読み書きができない人たちが､今､ 

8億 6,00 0万人はどおり､そのうち 4分の 3ほどが女性

だと言われております｡

それでは､必須社会サービスがどうして主に途上国で

整備されていないのかということです｡一言で言うと､

政府自身が必須社会サービスの供給を軽視 してきたとい

うこと｡ したがって､予算配分も適切ではなかったとい

うこと｡そもそも､予算のパイが減少する中で､必須社

会サービスの予算も削られてきてしまったということが

あります｡お医者さんにかかりたいと思ったときに､個

人で費用を負担 しなければならなくなります｡｡お金が

ない人は医者にかかれない､お金のない家庭は子どもを

学校にやれない､ということになってしまっているので

す｡ナイジェリアのある地域で保健医療が有料化 したと

ころ､妊産婦の死亡者数が倍増 したという報告も出てい

ます｡本来､人々のニーズに応 じて提供 されるべき社会

サービスが､今は個人の支払い能力に応じて提供 される

ぜいたく晶に変わってしまっていると言えるのではない

でしょうか｡

スタッフの不足も深刻な問題です｡教師と保健医療従

事者は合わせて 600万人､緊急に必要だと言われていま

す｡公共セクターの労働条件が悪くて､とても食べてい

ける状況ではないということになっています｡例えばザ

ンビアという国で 6人家族が 1カ月暮 らしていくために

最低限必要なお金は､1 40万クワチャと言われています｡

ところが､教員の平均的な給料が 66万クワチャ､ナー

スは 120万クワチャ｡要するに､最低限必要な収入を得

ることもできないのです｡その結果､農村から都市部､

それから途上国から先進国へ､特に保健医療従事者を中

心に人材が流出してしまっている｡せっかく貴重な国費

で人材 を養成 しても､その果実は先進国に持っていかれ

てしまっている｡そういった状況があります｡

問題は途上国の政府だけにあるのではありません｡先

進国にも責任があると私たちは考えています｡もちろん

先進国は援助を行ってきましたが､その際にさまざまな

条件を付け､社会サービス部門の民営化や自由化を強要

するというケースもありました｡同じような要求が､貿

易交渉の中でもされてきています｡アフリカの多くの国

がまだ独裁国家だった時代に､冷戦時代という文脈の中

で不明朗かつ人々のために使われない形でお金を借りた

経緯がありました｡そのときの債務が､様々な事情によっ

て膨 らんでいます｡それが現在､国家予算を圧迫 してい

るという現象があります｡また､先進国は当然援助をす

る必要がありますが､量的に不十分である､やり方があ

まり適切ではない､効率も悪い､という問題もあります｡

例えば､モザンビークで､援助貸金から開発コンサル

タン トや専門家に支払われる額は年間3億 5 .00 0万 ド

ル｡この額が 3,0 会社に渡されて5 0ものコンサルタン ト

いる｡一方で､モザンビークの公的部門で働 く 10万人

の給料の総客削ま7 40万 ドルです｡つまりコンサルタン,0

ト会社に払っているお金があれば､公的部門のスタッフ

をもっとたくさん雇うことができるのです｡

人材の盗用を問題として挙げました｡日本はまだここ

までやっていませんが､欧米諸国には積極的に途上国に

ヘッドハンティングに行くところがあります｡途上国の

人が自分から先進国に良い仕事を求めに行くケースも当

然たくさんありますが､そんな人材を積極的に取りにい

く｡人材輩出国に対する何の補僧もなしに､そういうこ

とをやっているということがあります｡

このような状況に対 して､何をしなければならないの

か?全 く規制を設けないで､民営化や自由化を進めてし

まうことで､貧困層､女性､農村部に住む人々が切り捨

てられるということは､皆さんもうおわかりだと思いま

す｡日本国内でも､そのような現象が起きてきていると

思います｡

公共サービスがないところでは､私たちNGOが一生懸

命サービスの提供を行ったりしているわけです｡NGO

によるサービスの優れた点は､今まで行政が行ってきた

ものに対 して比較優位があるとは思いますが､一方で､

規模､持続性､それから国民全体で見たときの公平性と

いったところで限界が出てきてしまいます｡

NGOが編み出した良いやり方を学んで､全国規模に

展開するというのは政府にしかできないことです｡今ま
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での成功例を見ると､政府が政治的にまず本気になる､

そしてしっかりとした政策を策定 し､予算を投入したと

きに､ある程度の成功が見られているということが言え

ます｡

次に､必須社会サービスとジェンダーについて話した

いと思います｡まず､女性と男性との決定的な違いとい

うのは､生殖上の役割があるということ｡女性は､特に

社会サービスを必要としている立場にありますが多くの

社会におけるジェンダー関係､立場の違い､といったこ

とから女性は最後までアクセスさせてもらえない｡また､

状況が厳 しくなったときに､最初にアクセスをあきらめ

ざるを得ません｡例えば､学校です｡兄弟､姉妹がいれ

ば､まず男の子が優先されます｡学費が払えないとなれ

ば､女の子から先に退学させられるのです｡

社会サービスのないところでは､女性がその肩代わり

をするということは､今日､繰り返 し述べられました｡

その結果､貧困女性は 1日中､働きづめになります｡そ

うすると､例えば村の決めごとに女性が参加する余裕も

時間もなくなります｡そうすると､社会や政治の構造と

して､女性を 2級市民扱いする風潮がどんどん続いてし

まう｡

また､学校に行って教育を受けられなければ､病院の

スタッフにもなかなかなれません｡なれたとしても､非

常に悪い条件での雇用となります.例えば､H IVに感

染するかもしれない中で､ゴム手袋も着けないで患者の血

液を抜わざるを得ないというような状況も起きています｡

一方､女性が社会サービスにアクセスできるようにな

れば､女性が一生の間に産む子どもの数にも影響を与え

ますし､生まれてくる子どもの健康状態にもよい影響を

及ぼします｡女性が必要な社会サービスにアクセスする

ことが国民全体の利益になることが､いろいろなところ

で証明されています｡

社会サービスをやみくもに拡大すればいいのではなく

て､女性にとって使いやすい､女の子にとって使いやす

いものにしなければなりません｡そのためには何が必要

か｡まず､財政をしっかりと投入して利用者負担を廃止

し､経済的な阻害要因をなくす必要があります｡それか

ら､社会サービスに従事するスタッフをしっかり支えな

例えば､病院に行ったらスタッフから全をせがまれる

というようなことをなくす｡ケアが公的な社会サービス

によって確実に担われることになれば､家庭における女

性の負担も少なくなります｡

こういったことを､社会における女性の地位向上政策

の一環として行う必要があります｡例えば､公共サービ

ス供給のスタッフとして女性をたくさん雇う｡女性のス

タッフが増えれば､特に保健医療や教育の分野では女性

のサービス利用率もアップします｡スリランカやウガン

ダでは､ジェンダー平等を中心に置いた社会サービスが

成功 しています｡南アフリカやインドでもそのような例

が見られます｡

最後に､途上国と援助国にはそれぞれにやるべきこと

があるということを申し上げたいと思います｡つまり､

途上国政府は政治のイシューにするとか､人材不足を解

消する､利用者負担をなくす､といったことです｡先進

国は､民営化や自由化の強要をしない､債務の免除をす

る､援助を拡大､それから改善する､それから自国の人

材不足は自力で解決する､といったことになろうがと思

います｡

ありがとうございました｡

目黒 : どうもありがとうございました｡

続きまして､ウィニーさんにお願いします｡

ウイ二一･ビヤニマ :目黒先生､ありがとうございます｡

無情のケア･ワークについて､我々がどういう政策を取っ

てきたのか､無償ケア･ワークを ｢現実｣として受け入れ､

対応することで､どのように貧困削減やジェンダー平等

の促進につなげることができたのか､といったことにつ

いて､個人的な考えも含めてお話したいと思います｡私

が現在従事 している仕事､( NGOの)活動家や国会議員

だったときのことも経験に基づいてお話をいたします｡

無情のケア ･ワークの問題は､グローバルな問題とし

て捉えなければなりません｡これは､途上国だけではな

く､先進国も抱えている問題であり､国の状況に応じて

様々な対応が必要だということです｡その上で､私は途

上国の文脈でお話させていただきます｡一言で途上国と

いっても､低所得の国もあれば､中所得の国もあります｡

ければなりません｡ 産業化が進んでいる国もあります｡



例えば､サハラ以南のアフリカのような農業国で最貧

国と言われるような国々､アジアにもそういう国があり

ますが､まずは一定のインフラを提供するということが

重要です｡基礎的なインフラがあることによって､家事

労働にインパクトが出てきます｡特にケアを提供する人

の仕事に影響を与えます｡水､エネルギーが例に出まし

たが､私はそれに交通を加えたいと思います｡例えば､

道路網が整備されるということ｡それから､いろいろな

形態の輸送手段が発達 し､人々がアクセスできるように

すること｡これも大きなインパクトを与えると思います｡

最貧国の文脈でお話をいたしますと､例えば民営化の

ような政策｡必須サービスの民営化には矛盾があると私

は思うのです｡女性の権利の促進に逆行すると思います｡

例えば､水が民営化されるということは､貧 しい人から

リソースが取り上げられるということです｡そして､最

も打撃を受けるのは女性であります｡家庭の中で一番水

を使う､水を使って仕事をするのは女性だからです｡同

じことがエネルギーに関しても言えます｡家庭で使うエ

ネルギーを供給すること､それは女性が家事に使う労働

時間を軽減するためには､非常に大事なことであります｡

私はウガンダの国会議員を務めていたときに､予算委

員会にも関わっていました｡また､｢ジェンダー予算｣と

いうイニシアティブも推進 していました｡女性たちの家

事を軽減するためのインフラの拡充､これはまさに毎年､

我々が声を上げて提起 したことです｡ところが､政府は

聞く耳持たず､でした｡なぜなら､政府が考えているイ

ンフラ･プロジェクトとは､大体が輸出増大のための大

規模インフラを指 していました｡空港を整備するとか､

内陸国ですから商品を流通させるために海までの高速道

路を造る､工業化のために電力を安く供給する｡外国か

らの直接投資を誘致して､工業化を進め､付加価値の付

くような製造業に外資を導入しようということです｡そ

の方針の中で､家事を軽減するためのインフラが大事な

ものだとは見なされず､公共投資のリス トの中には入っ

ていませんでした｡

そこで､我々は､こういった小規模のインフラこそが

必要なのだ､ということを声を上げて提言するア ドボカ

シーを始めました｡それは今も続いております｡午前中

にも言いましたが､家事労働軽減のためのインフラ構築

というレコメンデーションは､国連ミレニアム･プロジェ

ク トのタスクフォース 3､つまりジェンダー平等と女性
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のエンパワーメン トという Ⅳ旧Gを達成するためのレコ

メンデーションとも合致しています｡ しかしながら､政

策決定過程では､この提言へのサポー トはあまりないの

です｡政策レベルでの女の声が強くないからです｡です

から､無償のケア･ワークの負担を軽減するためのインフ

ラ構築､これは国際的なア ドボカシー活動でもって盛り

上げていく必要があると思います｡ 

2番目に､雇用保障､つまり女性を雇用するというこ

とであります｡貧 しい女性の雇用を促進するのはとても

重要なことです｡雇用によって､女性が持てるリソース 

(お金､情報などを含む資源)が増大いたします｡女性が

自らリソースを使って､家庭のレベルでマネージできる

ようになります｡この分野ではいろいろな計画がありま

すし､いろいろなことが試されております｡例えば､国

家が最後の雇用の提供者として存在することを計画的に

行う､といったようなことです｡ 

3番目は食糧供給の問題であります｡これはインセン

ティブになります｡特に学校に行っている女子へのイン

センティブになります｡多くの国で､基礎教育は無料化

しています｡最貧国でも､基礎教育は今では無料です｡

ところが､女子児童はなかなか学校にととまることがで

きません｡いろいろな理由がありますが､その一つは通

学がなかなか難 しいという点｡それから､家の中での無

情のケア ･ワークを手伝わなければならないという点｡

そして､学校に行くために必要な食べ物が無い､つまり

お弁当を持っていくことができないのです｡1日学校で

過ごすためには､お弁当が必要です｡それを用意できな

ければ､子ともたちは学校に来れなくなります｡特にエ

イズ患者を抱えている家庭では､これが学校に行けない

大きな理由なのです｡男の子でも女の子でも同じです｡

ですから､子ともたちが学校に通い続けるための方策と
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して､学校給食を提供することはとても大切なのです｡

特に女子児童に関しては ドロップアウトするかしないか

に大きな影響を与えます｡

先ほどから､この間題に対処するためには家事の再分

配を含め､考え方そのものを変えることが大事なのだ､

という話が出てきています｡家事については､男女の間

でより良いシェアリングがないといけません｡公共政策

によって家事労働の過酷さが軽減されたとしても､それ

では十分ではありません｡ジェンダー役割分担によって､

残りの仕事は結局女性に押 し付けられることになるから

です｡ですから､労働をどう再配分するのかが非常に大

事です｡家庭内の労働の分業体制は､社会的な価値観に

よって構築されているのです｡ですから､社会政策とと

もに､男女がより良いシェアリングをしていくことがで

きるような､そういう社会を目指 していかなければなり

ません｡そして､そのような社会意識を変えるような活

動には､ しっかりとお金をつけ､政策のてこ入れでもっ

て､続けていかなければならないのです｡若干の投資が

あることで､意識喚起の運動が起こることもあるでしょ

う｡ですから､意識喚起､啓発､ということも､公的セ

クターができることとして大変重要なことだと思います｡

我々は､これに関連 して ｢ジェンダー予算｣というイ

二シアテイブを行っていますCジェンダー平等を推進す

るための方策を実施するためには､どこに財源があるの

か､どこに資源があるのかを探せ､とよく言います｡社

会や文化が変わらなければ､ジェンダーと深 く結びつい

た労働の分担といった問題は､結局そのまま残ってしま

いますQ文化の一部として継承されたり､変化に対する

抵抗となって現れますCケア ･ワーカ-に対 して正当な

賃金を確保するには大きな改革がI Et要ですO｢ジェンダー

予算｣イニシアティブの一環として､教育セクターの予

算分配をジェンダーの視点から分析 しました｡ケアを提

供する人たちへの給与は高くないのです｡それは何を反

映 しているかといいますと､社会がケア ･ワークを過小

評価 している､ケアに関する仕事に従事している人たち

の地位が低いという事実です｡

私たちが行っていたア ドボカシー活動でも､給与の比

較をしたことがあります｡ウガンダでは､地方自治休の

行政官は､大体 2.000ドルぐらい稼いでいます｡他方､

ウガンダに 5人もいない脳外科医の給与は 400ドルで

す｡看護師は 100ドルぐらい｡ただ判を押すのが仕事の

行政官が 2,000ドルもらっているのです｡ですから､ケ

ア ･ワークに対 して正当な対価 を支払うよう改革するこ

とが大事です｡それによって人材の質も上がります｡

次に､途上国のケア･ワークの関連で､先進国の話もし

たいと思います｡どこかで読みましたが､1 5万人のフィ

リピンの看護師が欧米や中東で働いているそうです｡1 5

万人です｡先進国の病人や高齢者のケアをするために､

フィリピンが補助金を出しているようなものです｡つま

り､先進国においてもケアの大きな需要があるの.です｡

ケア.ワークにはもっと価値 を兄いださなければなりま

せん｡そして､それに対 して相応の対価を支払う必要が

あります｡途上国に対 してもそうです｡先進国でのケア･

ワークのために途上国からこうしたスキルがどんどん流

出するわけですから､先進国は途上国に対 して埋め合わ

せをしなければなりません｡

先進国で大事なのは育児のニーズに応えることです｡

働 く女性にとって､育児は非常に重要な問題です｡とこ

ろが､保育や育児のサービスは限られています｡9時か

ら5時､というような通常のビジネス･アワーにしかあ

いていないことが多いのです｡ですから､女性は仕事が

終わったら､保育所まで飛んで行かなければなりません｡

子どもが病気の時には､保育所は引き受けてくれません｡

保育サービスは､働 く女性のニーズに応える形にしてい

かなければいけない｡保育を民営化することは､非常に

重要なポイントになるのではないでしょうか｡

出生率と女性の雇用の間には､確固たる相関関係があ

ります｡女性の労働市場への参入率が高ければ高いほど､

出生率も高いのです｡女性は ｢仕事をするのか｣｢家にい

て子どもを産むの力'Jという選択を迫られるべきではな

いのです｡仕事をする機会があり､子育てのための柔軟

な環境があれば､女性は働きながら複数の子どもを特と
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うとするのです｡ですから女性の労働市場への参入率が

高い国､スウェーデン､フランス､アメリカ､といった

国では､ほかの先進l副 二比べて出生率も高いのです｡保

育や高齢者のケアへの支援はとても大事なことです｡

さらに､民間セクターも企業環境､勤労環境を整える

必要があります｡そして､仕事と生活を再定義する必要

があります｡ですから､男女､特に男性が仕事と家庭の

バランスをうまくとれるようにしなければなりません｡

有償労働も無情労働もバランスよく存在 しなければなり

ません｡例えば､男性も女性も在宅で仕事をする､育児

しながら会社で働く､というような組み合わせも可能なの

です｡これはもっと調査や研究がなされるべき分野です｡

結論として申し上げたいのは､無償のケア ･ワークや

ケア ･エコノミーという問題は､グローバルな緊急課題

であるということです｡これは先進国においても､途上

国においても同じことです｡途上国では､ケア･ワークの

問題がまさにミレニアム開発目標の達成を抑制 していま

す｡先進国では､高齢化社会が進むに連れて､ケアは大

きな問題になっています｡成長のレベルや生活水準を維

持する上でも大きな問題です｡ケアという問題に対 して､

しっかりとした社会政策や経済政策が策定され､実行さ

れなければなりません｡政策の視点から､ケア .ワーク

を捉えなおさなければなりません｡ケア･ワークは､女性

の権利とも直結 しながら､経済問題でもあるのです｡

目黒 :次に､小野さんからご報告をお願いします｡

小野 :皆さん､こんにちは｡外務省の小野と申 します｡


本 日はよろしくお願いいた します｡私からは､ODA


政策におけるジェンダー主流化について､政策的な枠


組みと具体的な事例について申し上げたいと思います｡
 

(小野氏のプレゼンテーションは p.50)


まず､北京女性会議以降 10年間の日本の取 り組みを


まとめてみました｡国際的な動きとしましては､1 995


年に第 4回の世界女性会議がありまして､｢北京宣言｣と


｢北京行動綱領｣が策定されました｡これは現在も､各国


のジェンダーに関する取り組みの土台をなすものです｡


日本はこれに呼応した形で､｢
W IDイニシアティブ｣を

発表 しました｡2 000年に､国連ミレニアム ･サミッ ト

があり､また､ミレニアム開発目標 (MDGs)が策定さ

れました｡MD Gの目標 3には､ジェンダー平等の推進

と女性の地位向上が盛り込まれています｡これを受けて､

日本は､2003年に ODA大綱を改訂 し､男女共同参

画の視点の重視という点を盛り込みました｡

しかしながら､グローバル化の負の側面として､感染

症､人身売買､自然災害といったものが､依然として多

くの人々の生存を脅かしている現状があります｡そうし

た状況を踏まえ､日本は ｢W IDイニシアティブ｣をさ

らに強化する形で､2 005年の 3月にジェンダーと開発

のイニシアティブ､｢ GADイニシアティブ｣を発表いた

しました｡

｢w IDイニシアティブ｣が分野も限定 して､女性に特

化 した形で女性を支援 していこうという取り組みであっ

たのに対 し､｢ GADイニシアティブ｣はいわゆるジェ

ンダーの主流化ということで､ODAのすべての段階に､

そして､すべての分野にジェンダーの視点を盛り込んで

いこうというものです｡ ノ

具体的には､例えば ODA政策を考えるとき､計画を立

てるとき､実施するとき､実質の支援がどのようなもの

だったがというときに､男女のそれぞれのニーズやイン

パクトもきちんと盛り込んでいくといったこと｡そして

また､分野も教育や健康､そして経済社会活動への参加

のみにかかわらず､すべての分野に関してジェンダーの

配慮を行っていくことを目標としています｡

具体的なアプローチとしては､5点あります｡まず､｢政

策におけるジェンダー平等の視点の導入の強化｣という

のは､ODAを実施するにあたって､例えば国別にも援

助計画を策定するときに､ジェンダーの観点からどうい

う取り組みを日本は行っていくのかということを明記す

る｡そのためには､相手国である途上国との政策協議の

場で､ジェンダー課題をきちんと取り上げて､どういっ

た取り組みを日本がしていけばいいのかということをき

ちんと議論 していく｡そういうところにあります｡

次に ｢ジェンダー分析の強化および女性の参加促進｣

ですが､援助を実施するにあたって､事前に女性の観点

から評価を行ったり､実施プロセスにおいて女性の参画

を確保 したりすることにより､できる限り女性の視点が

プロジェク トに反映されるように努めるということがあ

ります｡ 

3番目の ｢ジェンダー平等を推進する政策と制度の支
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揺｣は､例えば被援助国のいわゆるナショナル ･マシー

ナリーの強化やガバナンスの強化です｡あるいは､ジェ

ンダーの視点に立った法律や制度の整備を行っていくと

いうことです｡

そして､ジェンダーの主流化のために非常に重要な

ファクターとして､日本政府だけが取り組むのではなく､

ここにいらっしゃるオックスファムもそうですが､いろ

いろなNGOの方々との連携 を強化 したり､UNDP

等々の匡l際機関､そして他の ドナー国との連携を強化 し､

ジェンダー主流化を図るようにしていくということがあ

りますO

最後が ｢組織の能力向上および体制整備｣です｡この

組織というのは､実は日本の援助体制を意味 しています｡

外務省に限って言えば､例えば､援助に携わる我々一人

一人が､いわばジェンダー ･コンシャス､ジェンダー ･

センシティブになり､ジェンダー主流化の重要性 をわ

かった上で援助に取り組まなければいけないということ

です｡幹部から担当官に至るまで､ジェンダーに関する

セミナーや研修を受けるといった形で基本的な知識を得

るような取り組みをしております｡また､在外にあいて

も､在外公館で援助の実施に携わる職員に対 して､トレー

ニング ･キットを供与したり､テレビ会議のような形で

遠隔セミナーを行ったりしております｡

また､実施機関の JICAや JB ICの方々も､今回

はそれぞれの担当部署の長の方を含めて､多数参加され

ていらっしゃいますが､それぞれの組織においてジェン

ダー主流化のための､スタッフのジェンダー.センシティ

ビティー､ジェンダーの知識と意識の向上のための努力

をされておられます｡

｢GADイニシアティブ｣は､すべての分野を対象とし

ています｡そして､それぞれの分野において､個人やコ

ミュニティがさまざまな脅威から保護されるとともに､

そういった脅威に自分たちが立ち向かえるよう能力強化

を図るという､いわゆる人間安全保障の視点がきちんと

盛り込まれることが必要です｡

次に､蔑つか具体的な事例 をご紹介 したいと思いま

すOまず､水の分野では ｢ WaterandSanitationBroad 

Patesi ntaie､それぞれの頭文字をとって ｢rnrhpIiitv｣ わ

さび (wASABl)｣と呼んでいますが､水と衛生に関

する拡大パー トナーシップイニシアティブという政策が

ございます｡これは､2006年3月に発表 したもので､｢人

間の安全保障の視点の重視｣を三つの柱のうちの一つに

挙げています｡その中で､女性を含む住民の自立を支援

していくことを明示的にうたっています｡

また､保健の分野では 2005年6月に発表 した ｢保健

と開発に関するイニシアティブ ( HD t)｣があります｡

これは､ MDGsの中で三つを占める保健関連のMDG

sの達成に貢献するために､日本として何に取り組んで

いくかについて述べた方針です｡HD lは､保健医療体

制の基盤整備に関する支援や､保健医療体制の支援を補

完する関連分野の支援､分野の横断的取り組みというこ

とを重要な柱 としています｡その中で､ジェンダー平等

のための支援が､分野横断的なイシューとして非常に重

要であるということを明示的にうたっています｡

それぞれのイニシアティブの詳細につきましては､外

務省のホームページで詳 しく説明 しておりますので､ご

覧頂ければと思います｡

次に､具体的な事例として､二つのプロジェク トを紹

介させていただきたいと思います｡まず､水分野のプロ

ジェク トです｡多 くの途上国では､子どもたちが水は茶

色いものだと思っている､という非常に悲 しい現実があ

ります｡そして､安全な水を得 られないところでは､水

くみが女性の､特に女の子の仕事になっています｡私も

このJ JCA地球ひろばで､水 くみ体験をしたことがあり

ます｡水の入ったつぼが置いてあって､ 1回持ち上げて

みたのですが､ものすごく重いのです｡日々この作業を

しなければいけない子どもたちはどういう気持ちなんだ

ろう､と胸を痛めたこと今でも強く覚えています｡

私たちがエルサルバ ドルで取り組んだプロジェクトで

は､単に上下水道を整備するだけにととまらず､給水施

設を建設するにあたり､少女をなるべく学校に通わせる

ようにということを確約のような形でコミュニティから

取り付けるという､新たな試みを行いました｡この成果

としては､水くみという重労働から解放されると同時に､

実際に就学率の向上という形が挙げられますOそして､

成人女性が水くみから解放されることにより､貨幣によ

る対価が得 られる生産労働に取り組めるようになったと

いった事例です｡

次に保健分野のプロジェクトです｡例えば､母子保健



手帳をインドネシアやさまざまな国で広めるという日本

らしい支援を推進 しています｡女性の生活の質の向上を

改善することに貢献した有益なプロジェクトが多くあり

ますが､今日ご紹介 したいのは､もう 1歩踏み込んだ形

でジェンダーの不平等に取り組んだものです｡これは国

連の中に日本が設置した ｢人間の安全保障基金｣を通じ

て行ったジンバブエでの案件です｡

ジンバブエでは､伝統的な文化により､女性や女の子

がエイズ患者を在宅で無償でケアをしています｡また､

リブログクテイブ･ヘルスや家族計画について知識を得

ることすらタブー視されておりました｡結果として､ケ

アが大変のみならず､自分自身も H IV感染の脅威にさ

らされているような状況にありました｡

そこで､このプロジェク トでは実施にあたり､コミュ

ニティーのリーダーたちの意識改善を図り､特に若年層

の男性に対して､ジェンダーの意識を改善することを試

みました｡そして､エイズ患者のケア活動に男性自身も

参画するような形でのセミナーや トレーニングを行った

り､男性がボランティアとしてこういったケア活動に参

加するよう啓発に努めたりしました｡

その結果として､子どもや青少年の間でもジェンダーや

男女の役割といったことに対 して理角等が進み､ケア活動

を行う男性のボランティアが増えたといった報告があり

ます｡また､それぞれのコミュニティーで､男女の役割

や責任分担に関する意識が改善したといった報告を得て

います｡

こういった事例から､計画段階から男女の平等な参画

を図るように配慮することが重要だということが教訓と

して得られました｡例えば､研修を実施するにあたって､

家事労働時間帯は避けて､多くの女性が参加できるよう
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にする､女性が主体的に活動できるような環境を整えて

いく､女性が経済活動に携われるようにするためには､

市場の中に女性のセクションをつくって女性も立ちやす

く整備する､そういった工夫も大事だということがわか

ります｡

また､先ほどの保健の例にもありますように､ジェン

ダー課題に対する男性の理解を促進することも非常に重

要です｡そして､女性特有なニーズに対 して配慮するた

めにも､女性が社会参加 したことによる効果をきちんと

把握して､それをコミュニティー ･ベースでの支援に生

かしていく｡具体的には､コミュニティの指導層やリー

ダーに働きかけて､意識改善を促 していく｡そういった

小さくても重要な工夫がプロジェクトの質を大きく変え

ていくことが重要であると､具体的な事例を見て改めて

思いました｡

最後に､今後の課題についてです｡政府の援助という

のも必ずしも成功ばかりではなく､いろいろな課題も指

摘されています｡引き続き質の改善に取り組んでいきた

いと思います｡例えば､ジェンダーにおいては､ジェン

ダー主流化をさらに進め､きめの細かい支援を行うため

に､引き続き､多くの開発パー トナーと協力していくこ

とが重要だと思っています｡こういった形で匡l際機関や 

NGOの方とシンポジウムを開催するのも､我々自身の

知識を深め､意識を高めていくという意味で非常に有益

だと思います｡また､引き続き､皆さまからもいろいろ

な形でご意見を伺ったり､提言をいただいたりしながら､

政府としてジェンダーの主流化と MDGsの達成に向け

て取り組んでいきたいと思っています｡

目黒 :どうもありがとうございました｡

これまでにも UNDPと外務省の共催でジェンダーと開

発に関するシンポジウムが開催されてきましたが､今回

は新たに NGOが同じ立場で加わり､共催という形にな

りました｡かなり画期的なことではないかと思います｡

まさにパー トナーシップです.パー トナーシップを強

化することは随分前から言われていますが､どのような

パー トナーシップを持つことが目的達成により効果的か

という観点から話を始めましょう｡

例えば､ウィニーさんからは､途上国としてはドナ-

国や NGOとどのようなパー トナーシップを持つことが

望ましいのか｡山田さんが代表する NGOからは､政府

および現地の人々とどういうパー トナーシップを持つこ
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とが望ましいのかO小野さんが代表する ドナ--国政府と

して､どのようなパー トナーシップが望ましいと思う机

コメントをいただけたらと思います｡

小野さんは､｢計画の最初の段階からジェンダーの視点

を入れることが望ましい｣とコメン トされました｡現地

のプロジェク トレベルの現場には､ ドナー国の人々､現

地のパー トナーの人々､つまり相手国政府もいるし､N

GOもいるわけです｡日本政府は､そこでしっかりとパー

トナーシップを組んでいくことを少 し前から積極的に考

えていたようですが､実際にプログラムを作っていく段

階で､どのような連携が必要なのか､どのような可能性

があるのかということも含めてコメン トいただければと

思います｡

小野 :いわゆるNGOとの協力というのは､この 10年間

に最も変わったことの一つだと思います｡10年ぐらい前

ですと､ NGOは､協力するというよりは対峠するとい

う形で､向こう側のテーブルに座っている人たちという

感じだったのですが､今やそういう時代ではなくて､本

当にいろいろな段階から積極的にかかわってきています｡

例えば､先ほどご紹介 したようなイニシアティブを作

るという政策形成の過程から､ NGOの方々と政策対話

を行ってきております｡また､実際にNGOの方々の事

業を支援するというスキームも多くあります｡資金的に

無償資金で事業を支援するというものもありますし､こ

れはむしろ JICAの方の方が詳 しいかと思いますが､

提案型の技術協力､提案型の調査発掘型案件形成調査と

いったような形で､それぞれ J ICAや JB ICの方々

が､案件の形成段階からNGOの方々と連携 してやって

いくというスキームもございます｡まだまだ他の国､例

えばアメリカと比べますと､NGOと政府との関係とい

うのは､歴史もまたその規模とも十分ではないかもしれ

ませんが､好ましい方向での具体的な動きは始まってい

ると言えると思います｡

目黒 :ありがとうございます｡先ほど山田さんは ｢NG 

Oの成功例 を国全体に広げるのは政府でなければ難 し

い｡そこに政府の役割があるのではないか｣とコメン ト

されました｡もう一つ､実際に見られる傾向としては､

政府関係者が入って行けないところ､入れる状況ではな

いとされているところにNGOが行って､いろいろ調査

をしたりプロジェク トを行ったりということが見られる

わけです｡そういう状況があるということについて､ど

うお考えでしょうか｡

山田 :その問いかけに直接答えることになるかわからな

いのですが､政府であろうと､ ドナーであろうと､NG 

Oいわゆる非政府の ドナーであろうと､問題のある地域

に入って行ってプロジェク トを展開 して､それを評価 し

て､次はどうしようか､というサイクルでとらえていて

はどうしようもない｡問題の規模が大きいわけです｡

MDGsという国際目標の達成期限からしても､今 

2007年ですから､あと8年 しかないわけです｡その目

標にいかに近づくかという観点から考えても､そういう

やり方ではどうしようもない｡

一方､冷戦後のアフリカや､最近の中南米の様子を見

ても､当事者の方による政治や政策へのいろいろな形で

の関与が非常に強 くなってきています｡そういう文脈の

中で､ ODAという形での援助や NGOによる支援もと

らえ直されるべきなのかなというふうに思います｡

パー トナーシップという観点からは､やはりドナー､N

GO､途上国政府のパー トナーシップも当然大事ですが､

やはり当事者､つまり貧困者､今日のテーマでいえばケ

ア ･ワークを担っている女性の方々のニーズや要求をい

かに政策的な言葉に変換 して､それを政府の政策に反映

させていけるのか､というところがとても重要だと思い

ます｡

ODAに関しては､やはり相手国の計画というものを

しっ力り)と支えていくというやり方に変えていく必要が

あると思います｡それから市民社会､ NGOの活動も､

その国の開発計画を作る段階から参加することが重要だ

と思います｡マラウイやケニアでも NGOが計画策定の

段階から参加 しています｡計画の実行の段階で､政府の

手が回らないところですとか､ NGOがやった方がふさ

わしいところをそれぞれ担っていく､ということが重要

だと思います｡例えば教育セクターだったら､教育セク

ターの発展を促すような形で､各ステークホルダーの調

整をはかり､一貫性を保つことが必要になるのではない

かと思います｡

目黒 :ありがとうございました｡ウィニーさん｡

ウイ二一･ビヤ二マ :パー トナーシップについては､い



ろいろな次元で課題があると思います｡

一つは､｢パー トナーシップ｣に関する知識や経験を集

め､新 しいアプローチや方法論を確立 しなければなりま

せん｡つまり､データを収集 し､分析するという作業が

必要です｡

同時に､政府の役人､あるいは政府の企画担当の
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いますが､それだけに ｢右に行こう｣といってもいろい

ろな形での制約があって､新たに舵を切るのにとても時

間がかかるのです｡そういった制約はありますが､より

よい援助のために､こうあるべ Lといったような具体的

な提言があれば､随時教えていただき､政府としてもと

もに是非やろうということになれば､いずれその方向に

進むことになろうかと思います｡

人､予算担当の人､そういった人の能力構築 ty
icapac
(


)が必要です｡あるいは､N Oを含む市民社会Ging
l
dbiu

組織の分析能力やア ドボカシー能力を高めていく必要が

あります｡

また､グローバル ･レベルでのア ドボカシーを必要と

するイシューもたくさんあります｡それぞれのアクター

に役割があり､それぞれのアクタ-に強いところと弱い

ところがあります｡そこで､パー トナーシップを組むこ

とこそが必要だと､目黒先生はおっしゃいました｡我々 

Pは､すでに幾つかの研究所とパー トナーシップをDNU

組み､研究を委託しています｡

オックスファムをはじめ､貧 しい人のために働いてい

る団体と組んでいく必要があると思っています｡特に､

無償のケア ･ワークとか､ケア ･エコノミーにどう対応

していくのか｡ケア･サービスをどうやって貧 しい人々に

提供するのか､というような問題｡無情のケア･ワークが

先進国に対してどのようなインプリケーションを持つの

か､という問題についても､グローバル･レベルでア ドボ

カシーをしていかなければならないと思います｡

市民社会､研究機関､政府内にいる人とのパー トナーシッ

日本政府としては､自分たちが経験が足りない分野等

については国際機関や NGOと連携 して参りました｡例

えばジェンダーについてはこれまでもノウハウを持つ U 

NDPなどと連携 してきました｡今後とも､さまざまな

アクターとの協力を通じて､ベス トな援助を行っていき

たいと思っています｡それが､私が個人的に考えている

パー トナーシップの原点だと思っています｡

目黒 :ありがとうございました｡舵を切るにはなかなか

時間がかかる､ということですね｡これまでとは別の新

プも必要です.能力構築 ticapac( yb ingldiu )というこ しい方向にようやく向かった途端に､状況はすっ力り)変

とでは､UNDPも研究機関や市民ネ土会組織とも協力し

て､いろいろアクションをとっています｡また､政府に

対 しても､必要に応じてキャパシティーを提供するよう

にしております｡

目黒 :残りの時間で大きな課題を提供するのも大変です

ので､今日のテーマに関して特につけ加えたいことがあ

りましたら､ 1 -2分でお願いします｡

小野 :やはり NGOの強さは､非常に機動性があって､

かつ､きめの細かいプロジェク トを実施できるというと

ころにあるのだと思います｡

政府としての強みとして､規模の大きさがあるかと思

わっているということもあり得るので､できるだけ､制

約の中でも迅速に対応するという姿勢が政府に見られる

と､より早く良い方向に向かうのではないかと期待を持

ちました｡

それでは､会場からの質問やコメントをいただきましょ

う｡ここで私の司会は終わらせていただきます｡どうも

ありがとうございました｡

司会 :目黒先生､パネリス トの皆さま方､どうもありが

とうございました｡ここで会場の皆さまからご質問やコ

メン トをいただき､それに対 してパネリス トの方々にレ

スポンスしていただきながら､さらに討論を深めていき

たいと思います｡

質問者 1 く女性):日本政府は女性の問題を考えるに当
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たって､｢ w me ndvlp n) GAD｣ W ID｣( o ni eeometから｢

(gne addvlp n)edr n eeometに移行されたということです

が､その変化の中で女性のエンパワーメントに関してはど

ういうインパクトがあるのか調べられましたでしょうか｡

｢GAD｣によって､わが国では省庁や組織の中でジェ

ンダーが重要視されはじめましたが､前提として ｢女性

はもう同等である､参加する用意がある､男性と同等の

立場にあるので主流化できる｣と考えられていたと思い

ます｡ただ､女性はまだ不均衡な立場にあるということ

が忘れられがちです｡

ケア ･ワークに関しても同様ですC草の根 レベルでは

十分なキャパシティーがありません｡マクロ ･レベルで

考えますと､この移行によって､多 くのリソースが女性

や､女性運動から大きな政府 ･機関などに吸い上げられ

たということです｡GADについては再検討 しなければな

らないという気運が高まっていますが､日本ではいかが

でしょうか｡

司会 :WIDでは女性にフォーカス していたのが､GAD

になったとたんに､資金やスタッフなどのリソースが配

分されなかったり､イシューそのものが見えなくなって

しまったりというリスクをはらんでいるのではないか､

という懸念が共通の認識としてあると思います｡小野様､

何かレスポンスがあればお願いいたします｡

小野 :ほかの ドナーの方々とも話 していても､同じよう

な悩みがあるということを私も感じます｡

つまり､W IDアプローチのときは W ID予算というよ

うな形で､女性支援のための予算が確保できたわけです｡

｢GAD｣となると､すべてに関係しているのだというこ

とによって､ジェンダー支援が具体的な形で見えなくな

るという危険性はやはりあるんだろうと思います｡

ただ､私どもの GADイニシアティブの中では､昔で

いうところの W ID的アプローチ､女性をターゲットに

して女性の地位を向上させるということに重点を置いた

プロジェク トも相当な部分を占めています｡我々の GA 

Dアプローチによって W ID的な視点がなくなったとい

うことはないと思っています｡例えば､ GADイニシア

ティブの下でも､アフガニスタンの女性たちが学校に戻

れるようにする支援等を引き続き実施 していますC

目黒 :今のご質問は非常に重要な問題だと思います｡基

本的な考え方としては､｢ W JD｣のときには確かに-

定の予算が確保されて､事業は展開できた｡ しかし､一

種のパッチワークにとどまった｡ある領域では女性の状

況は改善される｡ しかし､それが長期的に見て､ジェン

ダー平等につながるかどうかについては､ほとんど考え

なかったし､それでよかった｡それが ｢ GAD｣になると､

ジェンダー平等ということを目標に考えた上で､現在の

女性の状況をどういう方法でどういう方向に持っていっ

たらジェンダー平等につながるのかということを最初か

ら視点に入れて計画を立てる｡その違いはとても大きい

と思います｡

ただ､予算配分についてはおっしゃったような問題が

ありまして､W lD基金のときは ｢W ID｣ということ

で､そこに予算を付けて､UNDPの中にある W ID基

金に日本政府は拠出したわけです｡ところが､ジェネラ

ルなパー トナーシップ基金という形になると､Wo men

や Genderのところになかなか資金を特定できないとい

う問題があり､結局おっしゃったような問題が可能性と

してあるということです｡

司会 :ウィニーさんにもお答えいただきたいと思います｡

ケア ･エコノミーというテーマは､UNDPとしてもか

なり重点的に推進 していくと聞いています｡ケア ･エコ

ノミーの文脈では､｢ W ID｣と ｢GAD｣という間男削こ

ついて､どのようにお考えになっているかということを

お聞かせ願えればと思います｡

ウィ二一 ･ビヤニマ :W IDと GADの概念を明確にす

る必要があると思います｡

｢w ID｣という枠組みを作ったときには､我々は男女間

の力関係という側面は見ませんでした｡｢ GAD｣は､男

女の関係性､つまりパワー ･ダイナミックスに焦点をあ

てているのです｡ここが大事です｡

ケア ･エコノミーという文脈で理解 しなければならな

いのは､不均衡な労働の分配が家庭内において存在 して

いるということなのです｡そして､それは社会的に構築

されているということですC女性が担っている労働 とい

うのは､ただ愛の表現ではないのだと｡そこには権力の

方程式がある｡そして強制という要素｡社会に､夫に強

制される｡ですから､｢ GAD｣の枠組みによって､我々

は力関係､力のダイナミックスを見ることができるので

す｡｢ W lD｣の枠組みですと､その分析､そして解決に
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は至らないのです｡女性のエンパワーメントを目的にし

ていても､｢関係性｣や ｢力関係｣にまでは対応していな

いのです｡ 

GADの枠組みというのは､誤解されていると思うの

です｡ですから､概念的に明確に理解をする必要があり

ます｡ジェンダーというコンセプ ト､それからジェン

ダーの主流化ということをよく理解 しなければなりませ

ん｡男女の間に不平等があるということを深 く分析 しな

いで､ジェンダー主流化をしようとしている｡政府の人

が ｢我々は主流化するのだ｡男女の両方に対応するから

主流化なのだ｣と言っているとすれば､それは十分では

ないのですC主流化するには､男性と女性の力関係に対

処 しなければならないのです｡男女が本当に平等になっ

たとき､それが主流化された状態です｡ところが､その

関係性が現状のままであるなら､主流化されたことには

ならないのです｡ですから､GADの枠組みというのは

誤用されているCまた､十分に活用されていないという

状況にあります｡

しかし､だからといって ｢GAD｣のフレ-ムワーク

そのものにパワーがないということではありません｡実

際は､対応 しなければならない根源的な問題に対応する

ためのアプローチなのです｡｢ジェンダーを主流化する｣
という戦略が誤った使われ方をされているのです｡変化

に抵抗するために政府があえて間違って応用するという

こともあったでしょう｡ですから､ケア ･エコノミー､

それから無償のケア ･ワークに対応するためには ｢GA 

D｣の枠組みが適当だと思います｡｢ W ID｣よりも ｢G 

AD｣の方がいいと､私は言いたいと思います｡

司会 :ケア･エコノミーの文脈では､女性のニーズに対応

するという点で W ID的なアプローチなのかな､という

印象を持たれるかと思うのですが､今のウィニーさんの

ご発言では､そのニーズこそが男性と女性の力関係に起

因しているのだということがわかります｡家庭内だけで

はなく､経済制度､社会制度にも男女の力関係に基づい

た役割分担が存在するということだと思います｡

質問者 2 (ミーナ ･アチャラ):質問というよりはコメン

トかもしれません｡

我々は生殖を社会コス トとして見て､その観点から家事

を男と女で分担 しようということを言っております｡人

間の生殖には､一人一人がニーズを持っていますし､そ

れは社会的なニーズでもあります｡

一人一人でそれをまかなうことはできない｡家族単位で

も無理です｡男女でシェアすれば解決するというもので

もないと思うのです｡

男性､女性は､社会の再生産において異なった責任を

負っています｡そして､国家にも女性がやっているよう

なことを円滑化する責任があると思っているわけです｡

例えば今よりも男性が料理をするようになる社会が来た

としても､それでも男女の間の違いというのは残ります｡

それは､再生産における社会の役割というのは違います｡

ですから､｢男性も｣ということを言うときには､国家も

国家としての責任を放棄 してはいけないと思います｡

例えば､水道事業の民営化という話が出ております｡

また､社会保障を完全に民営化するという話も出ており

ます｡企業というのは､常に利益を追求する存在であり

ます｡ですから､生殖や再生産に関わる責任というのは

政府にあると思います｡その責任を追及 していかなけれ

ばならないと思いますC民間の企業には絶対にできない

と思います｡もう一つのコメン トです｡水は女性にとっ

て大事だという話が出ました｡｢ W ID｣の活動の下で､

我々は女性が水汲みをやりやすくするようにしようと思

いました｡ところが､そもそものジェンダーの役割分担

というところには全然タッチしなかったわけです｡今で

も女性が水 くみをしているのですが､何で男の子にも水

くみをさせないのでしょうか｡水のプログラムや衛生プ

ログラムは､どれも固定的なジェンダ-役割に基づいて

計画されているのです｡ですから､その役割分担こそを

それぞれのプログラムの中で転換すべきであります｡

司会 : 次の方､お願いします｡

質問者 3 (男性): JICAでジェンダー主流化を担当し

ています｡ウィニーさんへの質問です｡

女性が主に担っているケア ･ワークは､先進国であれば

十分にビジネスになるだろう､さらに広がっていく可能

性があるだろうと思います｡

一方､途上国はいくらケア ･ワークの価値化､再評価

をして､それの重要性が認識されたとしてもビジネスに

するというのは難 しいと思います｡当面は､ ドナ-が参

加するにしても､やはり政府 ･公共システムの中で､あ

るいは NGOの参加でどうにかサポー トしていくことに
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なるのだと思います｡

ミ-ナさんからご指摘があったように､フィリピンの

看護師さんが 15万人も海外で活躍 しているそうですし､

マラウイで働いている有資格の看護師さんよりも､イギ

リスで働いている有資格のマラウイ人の看護師さんの方

が多いという現象もあると聞いたことがあります｡この

ような実態をどう見るのか｡それをネガティブに見るの

か､ポジティブに見るのかということに関心があります｡

例えば､フィリピンの 15万人は､国策として人材を送

り出すことで､外貨を獲得するという意味でポジティブ

に評価されているわけです｡

最近は､海外で働いている人たちからの送金を開発の

ためにうまく使えないかという動きがあると聞いていま

す｡日本の方がアメリカで始めたある民間企業は､中南

米から働きに来ている人たちの本国への送金サービスを

一手に引き受けて､その一部を本国､つまり途上国の公

共サービスに回すという工夫を始めているそうです｡例

えばウガンダで看護師をすると月収は1 00 ドルかもしれ

ませんが､日本だと20万円もらえる｡収入のかなりの

部分を国に送金できるのだとすると､そのお金をうまく

使 うというような工夫を国際社会が考えていくのも方策

なんじゃないかなと思います｡この点はいかがでしょう

が｡

司会 :ウイニーさんと､マクロ的な視点から山田さんか

らもコメン トをお願いいたします｡

ウイ二一 ･ビヤ二マ :海外送金について何 らかのイニシ

アティブを､という点については私たちも真剣に検討 し

ております｡ジェンダーの観点からこの問題について考

えています｡

フィリピンについてですが､確かにフィリピン政府は

外貨収入を増やすための戦略として人材を送り出してい

るというのは事実でしょう｡

アフリカでは､看護師､医師､ケア ･ワーカーをどん

どん失っておりますOそれが保健セクターに危機的な状

況をもたらしています｡フィリピンの場合は､たくさん

の医師や看護師を訓練するシステムが確立 していて､国

内のニーズに応えるだけの十分な人材はすでに確保 して

ある｡その上で､海外に人材を輸出しているのかもしれ

ません｡

途上国では､人材を育成するためのキャパシティは非

常に限られています｡せっかく育成 した人材がより良い

給料を求めて結局国を出てしまっているのです｡スキル 

(技能)の流出です｡この点については途上国と先進国

の間でも協議がされております｡確かに海外送金として

お金が戻ってくるということもありますが､その送金の

使い道をよく調べてみますと､ほとんど消費に回ってし

まっているのです｡生活状況を改善するために使われて

いるわけではないのです｡ですから､スキルが流出して

しまっていることがまず大変な問題です｡

特に､ケア･サービス部門でのスキルが流出していると

いうのが由々しき問題になっています｡さらに､脱スキ

ル化､つまり､訓練を受けた看護師や医師が国を離れて

先進国に行ってしまうわけですが､彼 (女)らが先進国

で何をするかと言いますと､スキルを必要としないよう

な半熟練の仕事をするのです｡その先進国の人々がやり

たくないような仕事に就くのです｡

最近､私はある女性に会いました｡本国では大学病院

の婦長さんをやっていたような人です｡大学で教えるよ

うな人です｡その人はボス トンでパーソナル･アテンダ

ン トとして一人の高齢者のお世話をしているというので

す｡これが脱スキル化です｡こういった流れを国家が規

制をしなければいけないかもしれません｡また､スキル

が欠如するということは､貧 しい国にとってもよいこと

ではないし､先進国にとっても賢い投資にならないと思

うのです｡

次は､国家の役割についてです｡今､その再定義がさ

れているところではないでしょうか｡多くの途上国､特

に植民地化を経験 したような国は､国家というのは一定

の役割を持っていました｡中でも､社会サービスの提供

が､国家の役割の一番大きな部分だったのです｡

ところが､国家が規制をする側でありつつ､社会サービ

スを提供 しないということになり､市民の心理的なレベ

ルでも危機を招いているのです｡

国が担っていたケア ･ワークが女性に移転されてしまっ

ているのです｡女性が負担 しているケアの非常に多くの

部分は､生物学的に女性 しか担えないという仕事ではな

いのです｡

例えば水 くみ｡私は子どものときに頭に水を乗っけ
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て運んでいました｡母親もたくさん運びました｡父親な

らばもっと重いものを運ぶことができたはずですO貧 し

い家庭の男性は水くみをしますが､平均的な所得 を得て

いる男性にとっては水くみは男の仕事ではなかったので

す｡ジェンダーに基づいた役割分担というのは､変える

ことができます｡ケア ･ワークの再配分は可能だと思い

ます｡

私は CSOとのパー トナーシップが大事だと思ってい

ます｡NGOにしかできないことがあります｡水へのアク

セスは貧 しい人の権利なのだ､貧 しい女性の権利なのだ

と､NGOは国に対 してアカウンタビリティを求めること

ができるのです｡国連､政府､NGOそれぞれの役割を最

大限に生かすことのできるパー トナーシップに大きな期

待をしています｡

山田 :今の途上国､多くの最貧国の状況を見れば､公共

サービスが機能 しない限りは企業や NGOに任せること

では到底問題解決されないということがわかります｡公

共サービスを強化 しなければいけないというのは､おそ

らく大前提だと思います｡

人材流出ですが､国外への流出だけが問題ではないの

です｡例えば､ ドナー ･イニシアチブによる特定の感染

症への対応に､既存の公共サービスから人材が奪われて

しまうというケースもあったりしますC同じ国内で､人

材が流れてしまうのです｡対応できる疾病の幅がすごく

狭くなってくるという問題が生じます｡つまり､公共サー

ビスにどれだけ人材を維持するのか､また増やしていく

のかというところがとても大事な点だと思います｡

一方で､より良い機会を求めて多くの人たちが海外に

移住 していますCこの人たちは何も母国を捨てたくて捨

てているわけではないのです｡もし､賃金が少 しくらい

先進国より低 くても､国内で暮らしていけるのであれば

残 りたいと思っている人がほとんどです｡自分の国や村

の役に立ちたいと思っている人がほとんどなのです｡だ

から､その人たちが母国にとどまれるような環境を作る

ために国のリソースを確保するか､匡l際社会のリソース

を調達 してくるか､が大きな問題なのだろうと考えます｡

途上国政府も､国内のリソースや援助を活用 して､か

なり前進はしています｡例えば､先ほど例に挙げられた

マラウイでは､援助資金を医者の給料を上げるというこ

とに使ったりしています｡外科医の給料が 243ドルか

ら 1,06 0 ドルに増えたそうです｡そういったやり方で､

国外流出を食い止めることに成功 している事例も最近出

てきました｡どれだけ途上国政府や先進国政府が本気に

なって取り組むのかということがキーだと思います｡

フィリピンの現実は非常に微妙です｡公共サービスが

全然整っていないと言えば整っていません｡島がたくさ

んある国で公共サービスを整えるのが非常に困難な状況

の中､ほかに外貨を獲得する手段もあまりないからとい

うことで人材の輸出作戦に出ているわけです｡それに対

して､我々先進国側が､｢それはフィリピン国内の人々の

サービスへのアクセス権を侵害するからよくないよ｣と

いって門戸を閉じればいいというものでもないと､私は

思います｡つまり､ EPAという形で 2国間の貿易協定

を結び､日本からの輸出品をフィリピンに売り込もうと

している今､フィリピンが ｢だったら､こちらにも何か

売らせろ｣という論理は一方では正 しいわけです｡です

から､どうしても入ってきてしまう人たちに対 しては､

その人たちの労働条件､日本での権利というものをしっ

かりと保証する､という準備をすることが必要です｡そ

の一方で､持続性 を考えたときにはフィリピンの公共

サービスをしっかり整えるところに､日本も含めてしっ

かりと投資をしていかなければならないのだろうと思い

ます｡

司会 :山田さん､ありがとうございました｡次に､ウス

さん､お願いします｡

ウス ･マリア :貿易の自由化 という文脈でとらえた場

合､どのように政策立案者のアカウンタビリティを確保

できるかが重要になると思います｡特に世界銀行､I MF､ 

wTOの政策立案者です｡我々の ｢敵｣に対 してどうア

プローチすべきか､現在のジェンダー主流化のプロセス

においてアカウンタピリティのメカニズムが十分に機能

していません｡それは ドナー機関においても同様です｡

どのようにしたらジェンダー主流化を確実に遂行するた

めのアカウンタビリティ･メカニズムが機能 し､ジェン

ダー主流化が担保されるのか｡

また､ケアの拡充とジェンダー平等の実現には資金が

重要です｡新 しい援助モダリティが台頭 していますが､

それらにおいてもジェンダー平等へのアカウンタビリ

ティは確立されていません｡もちろん､いろいろなレベ
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ルにおいて女性が協議に参力 lできることも重要ですが､]

やはり資金をしっかり確保 し､ジェンダーに関するアカ

ウンタビリティが確立 されなければならないと思いま

す｡そのためには､我々はどのように戦略的に動いたら

いいのでしょうか｡

司会 :ウィニーさんにお願いしてもいいでしょうか｡

ウイ二一･ビヤニマ :最初の質問に関 して｡私は ｢敵が

いる｣とは言わないと思いますO力を持っている組織に

影響力を行使 したいのであれば､やはりこちらも組織化

し､対話をするのがより良い方法だと私は思います｡圧

力をかけるよりも対話です｡それによって､WT Oや I 

M Fが考え方やアプローチを変えるということはあり得

ると思うんです｡実際に､いろいろな面で考え方を変え

てきたと思います｡

例えば､｢債務の帳消 し｣について､これらの組織も随

分と考え方を変えてきました｡ですから､｢対話をするこ

と｣｢草の根から組織化をして組織だった動きをするこ

と｣によって､大きなインパク トをもたらすことができ

ると思います｡

それから､ジェンダー ･アカウンタビリティの必要性

については､そのとおりだと思います｡ジェンダー平等

という点で､アカウンタビリティは本当に弱いと思いま

す｡ しかし､一つ言えるのは､アカウンタビリティの必

要性についての認識が高まっているということです｡結

果を出して､それを報告することが必要だという認識が

高まっていると思います｡ ドナー国も結果が見たいので

す｡自分たちはジェンダー平等や女性のエンパワーメン

トのためにこれだけお金出しているのに､結果が見えな

いよ､ということをドナーは言っているのです｡あなた

たちは何を達成 しているのか､進ちょく状況をちゃんと

測りたい､と言っているのです｡ですから､結果を測定

すること､指標を導入することが必要になります｡これ

は政府の中においてもそうです｡

｢ジェンダー平等を促進 しているのだ｣というときに

は､具体的に何をどうやっているのか､ベースラインか

らどれだけ進ちょ〈したのかということが見えるように

なっていなければいけないoこれは不可能な話ではない

と思います｡指標づくりは UNDPも行っています｡さ

まざまな領域において､ジェンダー平等に関するグロー

バルな指標を整える作業をしています｡これは UNDPに

よる大きな貢献になるだろうと考えています｡進ちょく

状況を測れるようになるということは大事なことだと思

いますO

質問者 5 (男性):ジェンダーの問題に関して､いわゆる

政治的あるいは社会的な基盤についてお伺いしたいと思

います｡場代社会で非常に特徴的なこととして､国際社

会による貧困削減に向けた動きがある一方で､世界の軍

事化の問題があります｡

つまり､イラク戦争に象徴される問題がある｡そして､

それに対するカウンター ･ムーブメン トとしての宗教主

義､あるいは原理主義というものが出てきているという

状況があります｡

ジェンダー平等が匡l際的なイニシアティブになってい

く一方で､例えば軍事的なオペレーションが行われてい

るアフガニスタンやイラクといった場所で､一方の側が

女性の権利を政治的なス口上ガンとして打ち出していく

という動きが実際あるわけです｡

そういった国々では､ジェンダー平等という考え方自

体が政治的なものとして受け止められ､地域社会の中で

支持を失っていく｡そういったことが例えば中近東にお

いては起こっているだろうと思っています｡

このような状況においてジェンダー ･イシューを考え

たときに､もちろん国際機関や国家が主流化 していくと

いうことは非常に重要だと思う一方で､市民社会として

はジェンダー ･イシューが政治化されることによって､

正当性が失われるようなことはあってはならないだろう

と思っているわけです｡



そこで一番重要になってくるのは､ジェンダー ･イ

シューをしっかりと地域の中に､社会の中に根付かせよ

うという場合に草の根の基盤や市民社会に端を発する､

あるいは､草の根の民衆に端を発するという､その基盤

を維持 し続けなければならないと思うのです｡

そこで皆さんにお伺いしたいのは､市民社会としては

どのような形でジェンダー平等を草の根に根付かせて､

基盤をつくっていけるのか､ということです｡そして､

国際機関はどのようにジェンダー平等を社会の中に根付

かせていくということに対する正当性を維持 しようとし

ているのか｡そして､政府としては､ジェンダー･イシュー

の政治化､あるいはジェンダー ･イシューの正当性がな

くなるような動きに対してどのように対応する必要があ

るのか｡あるいは､現在しているのかというようなこと

についてお伺いしたいと思いますO

ウイ二一･ビヤニマ :私も同じ意見です｡女性は対立､

紛争の最前線にいます｡宗教の原理主義と軍事主義の最

前線に置かれている､とらわれているのが女性であると

いうのは事実だと思います｡そういった意味で､今日的

な非常な重大な問題です｡

ジェンダーと開発という枠組みの中でも､宗教の担う

役割には我々は注目しております｡ケア ･ワークがこの

シンポジウムのテーマでしたが､その文脈でも大事なポ

イントだと思っております｡ケア･ワークにおいて､信仰

団体､宗教団体､教会がどういったことをしているのか｡

何が彼らの動機付けになっているのか｡どんな質のケア･

ワークを担っているのかO国家が提供 しているサービス

とどうつながるのか｡比較するとどうなのか｡

一方､信仰に基づくケアの別の側面というのは何なの

か｡例えば､家庭内での不均等なケアの分担が家父長的

な制度の中で行われているのではないか｡そういったこ

とをよく分析 して､政策に反映させていかなければなら

ないと思っております｡宗教的な原理主義がある､軍国

主義があるということは､これは本当に大きなチャレン

ジです｡ぜひそのテーマでシンポジウムをやりましょう｡

小野 :日本は 2001年から､アフガニスタンで女性省

の立ち上げから深く支援を行ってきております｡実際の

体制強化のために専門家を派遣すると同時に､女性省の
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ローカル ･オフィスの強化をすることで､地方レベルで

もジェンダー問題がきちんと対応されるように努力をし

ています｡

また､同時並行的にユニセフと協力しながら行ってい

た ｢バック･トウ･スクール ･キャンペーン｣では､特

に女子学生がきちんと学校に戻れるような工夫を行って

います｡その結果､プロジェクト実施当初はとても多く

の女子が学校に通えるようになったのですが､最近では

治安の悪化､特に学校が襲われるというような事態も発

生 しているという腰念すべき事実もあります｡

日本政府としては､地味であり､かつ､非常に晴間は

かかるのですが､相手国と地道に政策協議を行っていく

しかないと思っています｡こういうことはやはり押し付

けではできないからです｡草の根からのボ トムアップに

より､ジェンダーにかかる認識を少 しでも好ましい方向

に変えていく､というのは非常に時間がかかるプロセス

ですC しかし､政策協詩等を通じて､その国のジェンダー

主流化に向けての協力を行っていくしかないのかなと

思っています｡

山田 :ミリタリズムとファンダメンタリズムがぶつかっ

ているという極端な環境において､いかにジェンダーを

草の根に根付かせるかというのは､とても難 しいと思い

ます｡

ジェンダー･イシューからもう少 し一般化 してとらえ

ると､例えば戦後の日本において､人権という概念や民

主主義がどういうふうにとらえられてきているかという

ことと関連付けて考えることができるのかなと｡つまり､

国内でも運動をしていた方というのは､戦中や戦後直後

にもいたわけですが､コレクティブな記憶としては ｢外

から持ち込まれた｣ということになっている｡人権とい

う概念が右からも左からも政治的に使われるような状況

を今でも日本で許されていると思うんですね｡おそらく､

｢権利という言葉は西から来たものだ｣というようなコメ

ントが日本でもよく出るわけです｡多くの途上国でもそ

ういうジレンマがあるのではないかと思います｡

そんな中で､私が実際に目撃をしたのはあるケニアの

農村でやっていた H IV対策のプロジェク トです｡その

土地の人たちに信頼されている現地の NGOが､まずエ

イズについてのビデオを見ましょうというようなイベン
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トを開きます｡それまで男性と女性の間では絶対にオー

プンに話せなかった性の問題について､気が付いたらみ

んなで和気あいあいと話すようになっていると｡

それが実はとても大切な経験で､みんなが経験 しな

きゃいけないことだよねというふうに気付いていく｡そ

こから､そのプロジェクトは村からもっと大きなところ

に広がっていって､行政に反映させるような､ア ドボカ

シーとして広がっていくわけです｡

｢権利｣とか ｢ジェンダー｣という概念から入ってし

まうとなかなか動いてもらえませんが､生活の具体的な

ニーズから発展させていくことで､気が付いたらその概

念が言っていることをやっているというようなことに望

みを託 していくしかないのかなというふうに思います｡

その運動が広がったときに政府､ミリタリズムに対抗 し

ている一方の勢力になるかもしれないですし､もう一方

かもしれないですけれども､｢侵略者が何と言っているか

知らないけれども､私たちはこの権利を求めている｣と

いう声を普通の人々が上げていけるような土壌をつくっ

ていければいいと思います｡ただ､そんなことを言った

途端に殺されるという状況もあると思いますので､とて

も難 しいと思います｡

司会 :どうもありがとうございました｡それでは､最後

に目黒先生に本日のシンポジウムをたった 5分で総括 し

ていただくという､大きなお願いをしなければなりませ

ん｡目黒先生､よろしくお願いいたします｡

目黒 :ベス トを尽くします｡

多様な話がありましたので､総括をするというのはとて

も難 しいのですが､私としてこれから議論をし続ける必

要があるという課題を鵠つか取り上げたいと思いますC

その前に､最後の質問に関してですが､アフガニスタン

の状況は､確かにおっしゃるような状況だと私も理解 し

ていますが､イラクに関しては違うと思います｡女性の

力というのは十分に認識されている歴史がありますし､

他の国との比較においても､中東全体を一般化するとい

うのは事実誤認につながるのではないかと思います｡

私の考えるアプローチとしましては､二つのポイン トが

あると思いますO-つは ｢人権｣という視点から､もう

一つは ｢実証｣という立場からです｡｢人権｣というのも､

山田さんがおっしゃったように､｢人権､人権｣と概念

から入っていくとなかなか抵抗がある｡ジェンダー ･イ

シューの政治化については日本も例外ではありません｡

数年前からまた起きていますし､今も続いています｡や

はりジェンダー役割に関するファンダメンタリズムが日

本で猛威を振るったという背景があります｡

人権に関しては､大上段に振りかぶるとなかなか問題

は深刻ですが､パーソナルなレベルで､｢あなたの娘さん

が｣､｢あなたの姉妹が｣､｢あなたの母親が｣､｢あなたの

妻が｣という言い方をしますと､ほとんど男性が､｢やは

り同じように人間なんだ｣というふうに､直ちに理解が

できるということを私はずっと経験してきています｡だ

から､そういう形で人権について､人権をベースにとら

えていくというのが一つ｡

もう一つの実証性というのは､例えば､女性の過重労

働の現実､暴力の現実､そういったことを一つ一つ現実

がどうなっているかということを実証するというところ

で､これは事実なんだ､だから､それについてこのまま

でいいのかというアプローチができるのではないかと思

います｡これに時間をかけていると､私の本来の役割が

遂行できませんので､以上です｡

課題としましては､まず一点は､ケア･ワークのような､

いわゆる必須社会サービスは政府の役割かということで

す｡人を育成するという意味では､広い意味でのリブロ

グクテイブ･ワークだと私もとらえます｡ しかし生物学

的な局面に限られるものではないという意味です｡

必須社会サービスの供給が政府の役割だと仮にしたと

きに､例えば政府が直接に提供すべきものなのか､ある

いは民間も含めた活動として､それをマネージする立場

にあるのか｡そういったところで､政府の役割といって

も中身が違ってくるのではないかと思います｡これはさ
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らなる議論が必要だと思います｡

二番目は､政策の優先課題の表明というのが予算に現れ

るということです｡そこで､ジェンダー予算の重要性が

浮かび上がってきます｡さらにその現実をとらえるため

の手法として､ジェンダー統計が必要になるわけですC

ジェンダー統計をしっかりと整備 して､現実をとらえた

上で何を政策の優先課題とするか｡そこで､例えばジェ

ンダーという視点が欠かせないという認識があるとき

に､それをいかに実行するかということは､政治的な意

志､つまりポリティカル ･ウィルにかかっているという

ことが､私たちが聞いているいろいろな良い事例からも

わかります｡

ケア ･ワークとその担い手に関する政策や統計の可視

性が重要だということが､今日一日述べられてきました

が､その重要性について､まず認知をするところから始

まるわけです｡認知をして､次にこれが重要だという評

価に進む｡その評価にも私は大雑把にいうと二種類ある

と思うのです｡

例えば､ケア･ワークの価値を認める｡｢それは大事な

ことですね｣と認める｡ しかし､実はこれまでのプロダ

クション ･システムというのが､女性を担い手の中心と

したケア ･ワークに乗っかっていた｡｢重要ですよ｣と認

めながらも､その女性の労働へのただ乗りをする仕組み

そのものが変わるとは限らないわけです｡ですから､た

だ乗りをずっと続けていく方向で認めていては､これは

成果につながらない｡

もうひとつの評価の仕方とは､何 らかの形で報酬を約

束するということです｡報酬にはいろいろな形があるわ

けですが､先はどの人権と実証という観点から､ジェン

ダー平等が達成される方向に工ンパワーされていくとい

う形での報酬､リウォー ドが必要だと｡それが実現 した

ときに､女性のよるケア ･ワークが評価 されるのだとい

うふうに思います｡

今日皆さんのお手元にありますW ID基金の リーフ

てパネリス トの皆さま､どうもありがとうございましたO

盛大な拍手をお願いいたします｡

会場の皆様も最後までお付き合いいただきまして本当

にどうもありがとうございました｡

sforwomeProgrレッ トですが､表紙 にある ｢ ess ni

progressa山 というこのスローガン｡これは非常に現実

的なスローガンだと言えます｡今日のケア ･エコノミー

の角度から見てもそういうことが言えると思います｡こ

れで私の総括とします｡どうもありがとうございました｡

司会 :目黒先生､どうもありがとうございました｡そし
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小野日子

外務省 国際協力局 多国間協力課

恵一-
UNDP/日本W旧基金シンポジウム 

ODA政策におけるジェンダー主流化

平成19年 8月 7日 (火)

外務省 国際協力局 多国間協力課

小野 日子 
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一 2006年3月.第4回世界水フォーラム (於 :メ
キシコ.シティ)にて発表○ 

≡.内容のポイント 
1:水利用の持続可能性の追求 
2:人間の安全度陵の複点の重複

ポイント人間の安全保障の視点の重視

政府レベルでの施策とともに､個人及び地域
社会の保護と能力強化を図ることが重要

女性を含む住民の自立を支援

一水供給施設の整備をきっかけとした自立支援等

水関連災害等に対して脆弱な弱者への支援
を重視
一災害に強いインフラ整備 

-コミュニティIm (予警報.防災教育等)



p51

｢保健と開発｣に関するイニシアティブ(HDl)

･2005年6月､保健関連MDGsに関するアジ

ア太平洋ハイレベル･フォーラム(舵 :東京)に
て発表.

･内容のポイント 
1:保健関連MDGs達成に貢献｡

ー5年間で総額50倍ドルを目途とした協力 
2:保健医療体制の基盤整備に対する支援｡ 
3:保健医療分野の支援を補完する関連分野
の支援及び分野横断的取組

具体的事例 (1)
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具体的事例 (2)

保健 (男性の参画)
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山田太雲 

Oxfam Japan

オックスファムとは 

1942年英国で｢オックスフォード軌僅救済季

長会｣として発足

権利ベースアプローチに基づきニ

ー緊急人道支援

一長期的開発支援 

-アドボカシー､キャンベ-ン 

1995年､｢オックスファム･インターナショ

ナルJを形成 (現在 14団体加盟)

オックスファム･ジャパンは2003年設立

必須社会サービスの意義

人権､そして貧困削戒の手段

･教育.保健､水･衛生-基本的人権

･経済的公正と共に､貧困削減の二本柱の1つ｡特に

格差･不平等の是正と防止に効果

･多くのMDGs達成の前提条件

政治的意萩

･市場主導型グローバリゼーションに対抗する価値
観を象徴するイシュー｢公共Vs私益｣

･市民と政府の社会契約のベースとなり､民主的な
｢国民国家｣建設の礎

･貧困者の権利状況に対する政府･ドナーの応答責
任が求められる

『必須社会サービス』の現状
(統計)

･下痢で亡くなる子 : 4000 日, 人/

･妊娠･出産時の問題で亡くなる女性 : 
1,0人/日40


･学校へ行けない子どもたち : 
8000万人近く(ほとんどが女の子)

･成人の非識字人口: 
8億6000万人(うち3/4が女性)

必須社会サービス不足の要因

途上圏: 軽視と不適切な予井配分､緊庵財政

･個人負担

･｢ニーズ｣よりもr支払能力｣があるところへの偏在
･スタッフ不足(600万人)

一労働条件､｢飢銀真金J

⇒細市､先進国へのr頭脳流出J

先進国: 収奪的政策と不十分な援助

･民営化.自由化の強要(援助の条件､貿易交渉など)

累積債務 (r汚い債務J)
不十分.不適切.非効率な援助

人材のr盗用｣
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公共サービスシステムをこそ

規制なき民営化･自由化は箕淘層,女性t農村部を
切り捨てる 
NGOはキメの細かいサービスが強みも､親換､持続
性､公平性に限界｡女性の無償労働に依存するケー
スも｡

｢最善の事例｣を全国規模に拡大する能力は､政府
にしかない.

政府によるr政治的本気度｣が成功のカギ

-強力な公共システムを政策､予算でバックアップ 
-提供の大部分を担い､市民社会や民間事業体を続 

.ゝ′⊂コ

ー計画立案から市民社会との対話重視


～

成功事例

スリランカ :女性のための保健医療政策

-無料化

-診療所の増設

一女子教育を大学レベルまで無料化(女性スタッフ
増鼻⇒女性利用者増ー平均婚姻年齢上昇)

ウガンダ: 軍事費から教育費へ 
-教育史の無料化

一致負の韓与アップ( ss⇒$72r月) 

-ジェンダー問題のか )キュラムへの導入と適切な
教科書の採択


一少女虐待に関わった教且･生徒は免取.退学


成功事例

南アフリカ:｢フリーケア･ポリシー｣ 
-利用者負担廃止 ⇒公的保健医療施設利用率大

幅アップ ( 20⇒60%)｡特に子どもと女性｡ 

-2年後には.従事者の 75%が女性と子どもの

死亡者数減を理由にこの政策を支持

一抗エイズ薬の普及を怠ってもこの成果

インド:女性のリーダーシップ促進 
-地方議長の 1/3を女性とする憲法改正 

-女性諸員の多い地方の方が公的水道施設 .

低カースト層向けトイレが増設されている


必須社会サービスとジェンダー

生殖上の役割などから女性がより必要
とするが､最後までアクセスできず､
最初に奪われる立場

社会サービスのないところでは､女性

がその肩代わりをすることになる

⇒｢貧困は女性の顔をしている｣

⇒ジェンダー格差の固定化

女性が社会サービスにアクセスできる

ことは､国民全体の利益に


求められること

途上圏

･政治課題化

･人材不足と利用者負世の解消

･汚職 .腐敗の操漉

援助国.横間

･民営化･自由化の強要をやめる

･債務免除の拡大

･国家計画を支える財政聖援助の増額と､予測可能
性の向上｡現地市民社会のアドボカシー活動も支
援を｡

･自国の人材不足を途上国人材に頼らずに解決

｢ジェンダーに配慮した｣

埠須社会サービスとは

公的財政投入で利用者負担を廃止

一経済的アクセス阻害要鼠を除去

一腐敗の害悪から貧困層を保捜

家庭のケア責任者 (女性)の負担を軽減

女性の地位向上政策の一環として

一女性スタッフの積極登用で女性の利用アップ

ー女性グループとの協働

一性暴力被害者への特別保健医療サービス導入



お問い合わせ先 : 

UNDP/日本 wID基金

担当者 :斎藤万里子 
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